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.
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資
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す
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反
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ず
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ず
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を
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な
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量
の
規
定
を
單
に
外
的
な
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要
な
ら
ざ
る
規
定
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と
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ず
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こ
と
に
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つ
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皮
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定
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し
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若
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少
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を
同
じ
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確
に
解
す
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必
要
な
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す
る
、
か
に
誤
解
さ
れ
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對
象
界
に
於
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自
然
及
び
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神
界
に
於
て
、
そ
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の
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利
を
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な
ら
ね
。
然
し 
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の
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ま
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的
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界
の
諸
對
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對
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吾

.々唯
物
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者
は
、
，認
識
の
對
象
が
客
觀
的
實
在
へ
物
質

〕

で
あ
0.

、
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つ
ぞ
れ
は
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に
一
定
の
運
励
杉
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於
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の
み
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す
る
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れ
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か
ら「

定
有」

^'

導
出
し
た
如
く
、ff
l

の
範
鳴
を
取
扱
；ふ.際
に
も
.「

純
.量
'

」

.(

へDie
.

 r
e
r
n
A

 

.■-
'
.
. 

6

 

:
.
'
パQ

f
i

息

か
.̂
>
.出
發
し：、，
そ
れ
が
ら「

定
量」

§
0

1

1

|

>を
導
出
1,
:

で(

ゐ
る
0

斯
か
る
導
出
は
、
明
が
に
純
粹
思
惟
か
，

^

一
定
の.質
、
最 

一.
.:
^

も
つ
所
.の
物
質
を
坐
み
扭
す̂
,る
で
あ
り
、：神
秘
的
で.あ
'る
？
唯
物
論
者
で
：あ
る
限
り.、
.常
.に「

定
a」

の
跪
疇
か
ら
思
惟
を
始
む
可 

リ

.

ン
ふ
..

.

'

第
.

1:

一
に、
,
0
V
广
苘
一
の
®
動
形
態
に
あ
る
對
象
にし

て
も

、

尙
ほ
そ
の
運
動
過
程
の
各
發
展
段
階
を
異
に
す
る
に
連
れ
て
、
そ
の 

の
.質
紀
お
つ
て
規
定
さ
れ
た
特
定
の#;
的
規
宠
性
を
.有
す
。
.例
へ
ば
"

同
じ
社
會
の
生
産
力
に
し
で
も
、
社#

の
各
發
：
 

風
段
階
を
異
に
ず
る
に.連
れ
て
、.
そ
'の
赍
的
規
{
几
性
も
異
な
れ*は
、
又
量
的
發
展.の
.テ
シ
ポ
も
異
，な
る。
'.
'■即
ち
資
本
主
義
的
生
產
は
利

■ 

澗
t

i

t
と
ず
る
も
.の
な
る
が
故
に
、%

か
る
質
に
ょ
0

て
規
定
さ
.れ
た
生
產
，力
ば
利
潤.率
な
.る
特
定
の
趟
的
親
免
性
に
ょ
ク
て
贵
ら
，
. 

れ
ノ
s
ft

に
.反
し
社
會
主
義
的
坐
產
は
直
接
大
衆
の
消
費
釔
2
2
的
と
し
て
行
は.る
く
.狀
故
ぬ
：、
，撖
か
る
質
に
ょ0;
て
規
定
さ
れ
た
生
産 

カ
は
也
'«
^

^

敢
る
#'

定
の
量
的
規
定
性
に
ょ
っ
て
餘
ら
れ
る
：。
又
坐
麼
力
：の
量
的
發
展
，の

.
1ァ
：
ン
4

に
1>
'
;
.て
'も
、
妨
論
資
本
，主̂

呔

、
；
田

園

に

；於

：

^

.

良
然
經
濟
.と
都
市
に
龄
け
；る
ギ
ル
ド
的
手
於1:
な
1
;
0
:
«:
£
:
の
1;

忆
±
0
.
;て
規
定
さ̂

た
親
1'
:

社
會
0

生
產
九
に
：坻

ベ
、
自
⑴
餞
爭
と
マ
'チ
ュ

-,

フ
ァ
ク
チ
>

ア
1

に
は
機
械
生
產.な
る
質
に
ょ
つ
て
规
究
さ
れ
；て
居
つ
た
結
艰
、
そ
の
生
摩
ヵ
の
發
展
の
.テ 

ン
ポ
は
異
常
な
も
の
，で
省
つ
た
と
は
云

一

へ

、然
し
資
本
主
莪
社
會
は
元
乘
生
產
の
社
會
的
性
質
士
占
荷
の
個
人
的
蚀
質
な
る
矛
庖
し
た 

.

根

本

的

質

に

ょ

，つ

.
て
規
定
さ
れ
て
居
る
が
爲
に
、
.
.周
期
的
產
業
恐
慌$

》

起

し

、

恐

慌

は

機

械

の

換

業

時

!»
]
;$
:
短

縮

せし

め

.勞
働
能 

.

力
と
赘
働
意
志
と
を
荷
す
る
盏
を
職
場
ょ
り
驅
逐
す
：る
等
.々
.
の
こ
■と
..を
惹
起
し
、
可
能
な
る
生
產
カ
の
發
胶
を
阻
害
す
る
。
こ
れ
に
反 

.し
、
.
.こ
の
棄
本
、_

「

の
稂
本
的
矛
盾
を
排
除
す.る
所
の
：社
會
主
義
社
會
に
於
：て
は
、
最
！

I

十
右
.
.の
*

情
に
山
來
f

る
.限
丨
に
•於

.け

る

生

産 

.力

.發
肢
の
語
M
は
.廢
棄
さ
..れ
、
從
.
0
:て
坐
產
カ
の
發
服
の
：：テ
シ
ポ.は
資
本
主
義
：の
そ
れ
と
は
異
释

:雜
諸
國
が
永
續
的
な
：不
景
氣
と
贺
に
不
景
農
に
：於
け
る
恐
慌
な
竺
般
的
危
機
に
曝
さ
れ
、

」

異
常
な
&
產
カ
の
沈
退
を
來
し
て
展
る 

祭
に
、
.

，

獨
り
.ソ
ヴ
:-
1

ト
露
西
取
に
於
け
る
第-
教

五

ゲ

年

訐

畫

，
の

威

功

ば

、

假
人
'
そ

(6
1 :
傳
を
割
引
し
セ(

見
て
$

社
龠
石
は
異
.つ
：た

生

產

カ

の

#

展
の
：
テ
'
.ン
へ
ポ
を
有
す.る

と

と

を

事

實

證

明

，し

て

ゐ

る

.ス

■■
'
.
'
'こ

卜

…

。
 

-

••)

斯
く
め
如
d

*

は
對
象
：の
特
定.の
質
に
ょ
つ」

て
規
定
さ
れ
た# >
贫
き
* >

收
辭
1

と
し
セ
6
 

.み
存
ナ
る
が
故
に
、.對
；象

'の

摄

的

規

妃
性
を
觀
察
す
る
際
彳
か
の
對
象
に
特
有
な
ー
定
の
1:

的
規
定
性
.に
注
窻
_ず
可
き
で
.ぁ
"る

。，

::メ

V
.
.
.̂

て

對

鈑

の

，量

的

方

.而

を

硏

究

す

：る
，
に

際

し

て

'
は

;-
>

常
.に
そ
；の
質
的
为
面
と
不
可
分
の

11
|

輯

於

て

觀

察

し

て

.の

み

,'
.
-
*

そ
の
對
象
そ 

O

^

A
、
量
を
.、
即
ち
現
實
.の
#

^

認
識
し
得
る
に
拘
ら
ず
、
往■
.々
'に
し
：.て
•.對

象

を

堪

ら

量

，的

.

.に

.の

.み 

斯
か
る
傾
向
は
、
：
主：.と
'
知

：て
、

對

象

を

$

，
特
に
數
■*

に
於
.て
計
算
し
#

る
揚
ム
嚴
も
認
識
は
犯
確
な
.る
を
揭
と
め
'^

想
_哮 

，
る
。

さ

れ

ば

普

通

k
.
數
學
.

(

nl
f

一)

を
双
つ
て
最
*1
>
1>
:

確
敗
科
學
‘と
：着

做

す

。

數

學

に

次

い

：，で

ば

ヵ

學

で

ぁ

.
る
と
す
る
.
o
と
.？

の
は
. 

为
聲
は
物
_

の
位
置
變
化
を*

^

量
的
忙
_

す
る
.も
の
だ
.か
ら
で
ぁ
る
'0

そ
机
做
凡
ゅ
る
：科
學
を
犯
猶
な
も
し
め
ん
ふ
し
"
.劉
象
.を 

^

數
嘴
奶
贫
艰
扱
办
み
諸
對
象
の̂
^

差
異
^

^

锻
^ -
^

-̂

す
^

黎
求
^

^

っ
り
细
^

凡
ゅ
る
^

^

^
ネ
っ
^

装
象
は
^

^

把
^

^
 

*:

め
#

彥

：赛

V
:

 

!

.

. 

璧

-
C
U
.

還
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.



.

■■

覺

篇

辱
■

>

て
ゾ
.■ 

、 

四

六

ス
C
5
!
.六
8

:

同
|

:0
1

^

矛
か
ら
な
:0

て

警

、.ー
ー
單
に*
微
分
子
の
«

量

か

.そ
れ
等
が
尊
す
.石
際
L

—

な
る
力
學
的
遲
て

よ
っ
て
表
面
上
質
的
差
異
が
摩
、
|

な

す

。
：
：
斯

か

1 :

歡

お

か

ル

歡

；
§

ト
2| :
^ >

か
4

伽

歡
| :
^

あ

り

、
，
風
つ
.カ
擧
は
顧
■

で

M
e
c
h
l
k

で
：I

か
ら
し
て
、■そ
れ
は「

機
械
論
的
.

」
(
m
e
c
h
a
n
i
s
t
h
e
)

s

1〕

'
_と
呼
ば
る
。
さ
て
ば 

P

ゲ
ルX

は
次Q

如
く
述
べ
て
ゐ
るp「

そ

れ(

機

械

ぶ
違
か
ら
說
明
す,

、
：
：
ハ
.

f

質

の.凡

ゆ

る

相

異

と

變

化

と

が

，
、

'

I

相
違
と
變
化

可
き
も
の
と
すI

ら
、
：
吾
々
はI

的
に
次
の
I

命
題
に
到
達
I

—

一
切
の
物
質
は
同̂
^の
：極
微
分
子
よ
り
成
り
、
物
質
の'.

化
學
的
諸
元
素
の
總
て
の
：質
的
相
異
；は
：，
こ
の
極
微
案
の
軚
と
、
そ
れ
が
結
合
し
て
原
子
を
構
成
す
る
祭
の
排
列
上
に
於
け
|

灼 

相
異
と
の
結
f

し
て
現
は
れ
るAl

o
J

 

^

a

E

l
 

I

.
 

 ̂

s
. 

I
L
,
S
.

 

2
3
2
,

邦
奪
、

マ
レ
ノ 

ス

.
エ
ン
f

ス
全
集 

'
.
.
:
ィ
迅
卷
ー
'
〇
八
寅)

古
代
に
於
て
は
旣
に
數
を
以
？

事
物
の
本
質
と
看
た
る
ピ
タ
ゴ
ラ
ス

Q

慕

は

こ

の 

立
ち
に
あ
る
し
近̂

に
於
^

は
十
.八
1{
1

^

例
^

西
の
機
械
論
的
唯
物
論
が
さ
ぅ
で
あ
つ
た
。
M

に
力
ン
ト
は
、.
勿
論
右
の
珍
^
上
學 

馀

械
C

立
f

取

ら

：な

か

つ

た

：
塞

其

へ

：
、
窗

「

學

問

は.そ
の
£
.
に
數
學
を
含
む
限
りi

科

翁

り」

と
主
張
す
る
限
り
、
多 

八
ノ
に
機
械
ぎf

を
帶
び
、
こ
の
.傾
向
は
新
力•
シ
ト
派
中
マ
：.丨
：々

ブ
ル
ヒ
學
派
の■者

に

よ

つ

て

發

展

さ

：れ

、

そ
の

.影

響

の

下t
,
ぶ

械 

論

的

立

場

を

自

然

科

f

と
I

ら

ず

、

「

社

會

科f

l

大

.せ

ん

と

す

る

傾

向

.

I

へ

生

じ

た

の

で
t

o(

例
、

マ
丨
ル
ブ
レ
ヒ
學 

派
と
ヵ
ッ
セ
ル-
シ
>
.
ム
.
ぺ
！
タ

丨
.0

機
械
論
的
、
數
學
的
經
濟
學
と
の
關
係

〉

.

：

：

.

■

f

i

e

.數

馬

普

通

に

は

、
純
粹.に

音
I

ふ
科
學
.で
I

I

れ
て
居
る
。■
然
し
そ
の
取
极
ふ
數
で
さ
へ
、
旣
に
多
く
の
質
的
差
異
.

が
附
着
し
てf

こ
|

キ
ン
ゲ
ル
ス.
は
指
摘
しI

る
-0r

數
は
、
S

.

が
知
れ
る
も
の
の.中
I

も

雜
I

的
規
定
でI
O

.

.

,

，
然

し

なか
ら
：
-
そ
れ
に
は
質
的

差
異
が

い
つ
ぱ
い附
着
し
て
ゐ
る
o
一
、
へ.
,
1
:
ゲ
ル
、
I

一
、
乘
法
、
除
決
、
i

v

l

oこ
.

れ
ら
に
よ
っ
て
旣
に
、
へ
ー•ケ
ル
の
場
合
に
は
出
て
來
な
い
ミ
こ
ろ
だ
が
、
素
數
及
ぴ
稹
、
，棄
霖
极
及
び
骓

1

の
如
き
質
的
差
別
が> 

生
れ
て
く
る
。
十
六
は
堪
に
ー
を
十
六
個
加
へ
た
.も
の
で
あ
る
の
み
な
ら.ず
"

そ
れ
は
ま
た
四
の
自
餓
、

U
の
四
乘
で
あ
る
。
そ
れ 

,

ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
素
數
は
他
の
數

V

の
.乘
法
に
よ
っ
て
、
そ
の_
數
か
ら
導
き
出
さ
れ
た.數
に
、新
な
確
定
的
な
質
を
分
與
す
る
、

.

即
ち
偶
數
のI
み
が
ニ
に
よ
っ
て
割
り
切
れ
る
、
同
樣
の
規
定
は
四
.や
八
に
對
し
て
も
妥
當
す
る
。
.：
.數
學
が
無
限
大
及
び
無
限
小 

• 

■ 

. 

, 

•

に
っ
い
て
論
じ.る
や
ぅ
に.な
る
や
西
や
，.そ
れ
は
質
的
差
別
を
持
，ち
込
む
、
こ
の
差
別
は
橋
派
し
の
で
き
な
い
質
的
對
立
ミ
し
て
す 

ら
現
は
れ
る
.°

諸
々
の
贽
で
も
、
相
互
に
法
外
に
甚
し
く
掛
け
ち
が
っ
て
ゐ
る
ミ
、
そ
の
間
に
於
け
る
如
何
な
る
合
理
的
な

_

合
" 

如
何
な
る
比
較
も
比
み
、
そ
れ
ら
の
鼐
ば
通
約
す
ベ
か
ら
ざ
る
も
の

ゴ
な
る
0

圓
ミ
直
線V

の
例
の
非■通
約
性
は
1

や
は
り
ま.た
一- 

^

の
^

登
^

的
質
^

差
圯
で
あ
る
を-0s

n
g
e
l
s
,

 

D
E
e
k
t
i
k

 

u
n
d

 

N
a
t
u
r
.

 

i
n
:

 

M
a
r
x
-
E
n
g
e
l
s

 

A
r
c
M
v
.

 

B
d
.

 

I
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邦

_

、

マ
ル
ク
ス
、.
エ
ン
ゲ
ル
ス
金
集
、
十
四
卷
、
七
五
頁

〕

：

.

. 

’

S

一
一

)

廣
義
に
於
て
機
械
論
す
は
目
的
原
因
或
は
目
的
觀
念
を
排
七
で
盲
目
的
に
必
然
的
な
原
因
結
果
の
關
係
に
從
っ
て
對
象
を
研
究
す
る

.

■

立
場
を
云
ふ
。
然
し.晋
々
は
こ
九
を
狹
義
に
解
し
、
對
象
の
變
化
を
カ
學
的
に
説
明
せ
ん

W

す
る
立
場
に
限
る
。
機
械
論
ミ
目
的
論 

V

の
辯
證
法
的
統'1 :

に
就
て
は
他
日
沐
質
論
に
於
て
論
ず
る:0;;
V
 

.

. 

.
:'
■

...機
械
論
的
傾
向
は
單
に
ブ
ル
ジ
日
ア
哲
學
の
陣
豐
杓
に
於
て
見
出
さ
れ
る
_ば
か
り
で
な
ぐ

;,
'
'
>
.
.
唯
物
辯
證
法
の
赞
學
を
建
設
.せ
ん
と
す 

る
マ
ル
ク
ス
主
義
著
の
陣
營
内
に
も
こ
れ
を
見
出
し
得
る
.'C
D

で
あ
る
。
と
一
其
ふ
の
は
、
，
.
旣
に
へ
ー
ゲ
ル.も
唯
物
論
と
機
械
論
.と
を
同

T

 

視
す
る(

v
g
l
.

 

E
n
c
y
c
l
o
p

p:d
i
e
.

 

§
9
9
.

 

z
u
s
a
t
z
.

邦
譯
、
：

一

一
四A
頁)

に

至

つ

た

程..
'

從

來

唯

物

論

と

機

械

論

と

は

密

接

な

關

係

を

以 

つ
て
發
键
し
て
來
た
結
报
、
，
往
々
に
し
て
唯
物
辯
證
法
を
機
械
論
と
混
同
し
乃
至
は
機
械
論
的
に
修

IE

さ
.へ'
せ
ん
，と
す
る
傾
向
を
生
じ 

た
の
で
あ
る
。',
'
'然
し
本
來
の
帷
物
論
と
機
械
論
と
が.同
.一
で
.な
い
こ
と
は
.、自
然
界
に
於
け
る
機
械
論
：の
安
當
を
承
認
し
た
デ
力

ル

ト

、 

ス

ビ

ノ

ー

ザ

、

ラ

'ィ
プ
ニ
ッ
ッ
、.
力
V

ト
は
觀
念
論
，乃
至
不
可
知
論
者
，で
あ
十
八
世
紀
怫
蘭
西
の
，機
械
論
的
唯
物
論
者
は

■，
■

「

土
の

谭
の
鞯
,

に
就
い
て. 
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落
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事

實

か
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%
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か
で
.._ぁ
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g
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然
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に
も̂
 

1

^

:

’>>

ヴ
.：

H
,

1

ト
-.
^

舉
观
漱
に
於
.て
ヤ
泳
ダ
.タ
.
1
ノ
フ
、

ス
ー
ス

パ
， .
.

4
.
フ〈

ア
ク
^

リ
ロ
ソ_
ド
、
ブ
ハ
リ
ン
、
：
サ
ラ
ビ
ヤ
ゾ
フ
、
ベ

け
フ
：
ぃ
ヴ
ア̂

十
レ
フ
-^

ミ
ヲ
ヤ
^
ラ
等
忆
よ
る
機
驚
的
修
泥
游
現
は
れ
炎
の
で
あ
今

I

f
 

♦發
七
ノ
分
汍
エ
诩
年
か
ら

】
^

年
の
永
き
£

旦
つ
て
珩
れ
龙
機
械
論#
4

辯
證
法
論
密
と
の
論
爭
は
夕
機
械
論
漭0:決
^

;

^
 

敗
_

似
.

ゆ

藤

笑

の
.
で
ぁ
3

そ
九
澈
、.
.こ
め
間
題
姑
旣
苳m
 Q

ソ
ぞ
H

V

十S

學

戰

着

於

て

：
は

第

1
1

義

的

の

*

味

卷

す
 

る

に

過

ぬ0

そ

七
:2

ー
-.
:
0

年

以

滋

袅.け
|

產

奥

饪

務

は

、
；

.

.难
物
辯
證
法
の
凡
ゆ
る
個
.々の
科
學
的
領
域
へ
の
適
用
と
、
社
會
主 

義
^

^

の
^

踐
が
出
顧
人̂

進
出
と
^

^

る

。
；'
.
:
'
'
.
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:
'
-
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。
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:
.

だ

が

赉

機

械

論
#

重

要

缺

陷

を

指

摘

荖

：置

く

こ

I

;

-

.尙
ほ
I

辯
證
法
の
機
械
論
的
麗
が.
一；雕 

の
現
情
と
更
に
は
經
濟
學
に
於
け•る
機
械
論
的
傾
向
が
尙
：ほ
優
勢I

と
に
鑑
み
て
、
ぁ
な
が
ち
顏
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
ふ
。
繰 

返
し
鑛
論
衆
の
：修
芷
の
基
本
的
諸
命
題
釔
遨
に
總
計
：し
、
表
示

^;

る
な
ら
.ぼ
、
.

.

.

.り
，
：：

.

:ぺ

：

.

■
 

r
.■ 

• 

1

.

凡
ゆ
る
物
質
の
運
動
形
態
，
即
ち
自
然

(

物
现
、.
化
^-

生
物
學
的
现
象.

)

、.
社
#:

、
思
^

空
'間
に
於
け
る
物
質
の
位
蹬
變
化
と
同-7-
視
す
0
'
: 

. 

. 

: 

_ .
ベ

气
各
運
動
形
態
に
於
け
る
物
質
の
質
的
差
興
を
純
貴
的
差
巢
に
‘

即
ち
全
然
ー
檨
な
微
分
子
の
量
的
結
合
に
還
ー
兀
す
0

. 

•
.

.

斯
か
る
立
場
よ
り
す
る
當
然
の
歸
結
と
し
て
：
、

' 

:

:

、
、
>
.、
-. 、 

、
'、
'、
：>
、
,.
 
9
.

^
1

和
象
的
l

r
的
認
識
に
墜
入
る
。
と
一
其
ふ0 .

ば
、
客
«

的
實
在
は
常
に
質
と'量
<!
:
;
(0
赦」

で
ぁ
以
、
特
51
!

(0
.
質
て
よ
つ
て
4 : 

定
さ
れ
た
特
免
ぼ£
^
規
觉
性
©

み
：が
存
け
を
に̂

ら
^

、
.そ
の
靠
象
の
質
啲-:
1

茫
性
'を
抹
,

¥

,

1ら
齔
量
时
に
難̂:
:

を
，§
^

す
る
；

g
i
ui-
l
l一

1JL 
霪 

驀
！1靂■雪gi

m
i
l
l
i
i

 

一！

な
-
^
:ば

、常
然
、
.
.

一
免
の
對
象
そ
め
丨
め
、
即
ち
現
實
の
其
體
的
認
識.に
は
達

し

：得

な
.い
.。
.
へー
ゲ
ル
の
刖
語

を

以

つ

て

す

れ

ば

、

i

の
，
 

1

，
面

把

の
み
掘
執
す
る
抽
象
的
な
悟
性
的
認
識
、
即
ち
非
辯
證
法
的
な
I

に
墜
入
る

，
さ
れ
ば
硖
に
へ
ー
ゲ
'ル
.も
、
對
象
i

f

的 

•

硏
究
を
以
つ
て
精
密
な
り>'
す
る
結
#

、
量
の
け
一
面に
闹
執
ナ
る
の̂

(t

に
»

し
、
次

の
如
く
注
意
し
て
居
.るo
r

e
 

V

に
於
て
.も
再
び
' 

上
に
»

ベ
た
と

こ

ろ

の

、具
體
的
理
念
®

、
；認
_

;'
3

至
邋
理)

の
#

り
に
一
®

的
に
し
て
且
つ
杣

像

的

尨
諸
悟
性
望

を

置
く
感
し
き
. 

队
而
上
礙
が
'

現
，
^
.T.
れ
る
で
.

.

:
孰
れ
に
し
て̂

ょ
く
み
れ
ば
、
こ

こ

に

澳

ベら
れ
た
全
く
數
學
的
な
立^

は
量
、
'即

复

圃
理

的

.理

念 

の

こ

わ

1

策Q
,

段
階
0

.

、
v多
樣
な
親
宛
の
統
ニ
た
：る
具
體
的3典
理
(0
-
班
に
ー
規
8:

紙
现
念
謹
'

具
體
的
眞
理
¥

(0
(,も
.の
と
同
ー
.
に 

さ
れ
る
立
場
で
ぁ
つ
て
、
，
こ
；れ♦
く

唯
物
論
®

‘、
.唯
^
!
で
は
:^

く
機
械
論
だ
.

立
鳴
に
.外
な
;^

ぬ
、
冬

し

て
,^

、
'る
も
，Q
:t
i

s

.w 

意
識
の
歷
史
>?
:
,於
い
.て
.は
#

蘭
西
で
十
.八
世
紀
の
泮
ば
以
來
そ
の
全
き
承
認
を
見
出
し
：た
0

ず
ぁ
.^0」

(

E

n

c

u

f
 

d
i
e
.
1

9
9
.
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f
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s
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弗譯
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.
ニ
：四
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«

7

と
も
ぁ
れ
:-
\

こ
:̂

に
述
べ
た
凡
て
の
顏̂

り
.し
て
、
*

々̂

^

れ
石
が
如
含
對
淡
的&

も
の
^
 

:l 

:.切
の
]1
:

別
ネ
一
,
切
の
規
定
性
(̂

が
填
に
^

ハ
！̂
も
！̂
レ
き
.偏

見

の

.
'
一

'

?
と
、
し
て.指
摘
さ
れ
ね
ば.な
ら
ぬ
0

云
ふ
ま
：で̂

な

く

、
、
*

卿

对

:-
|
|
然

以
-
^
の̂

の
で.
ぁ
;>
,

動

物

は

他:# 

以

上

め:1
)

.(
P

で
^

る
；
.、
»

.^

單

忙

か

、

る

以

上

士

：か

以

ザ

と

廣

ふ

_こ
と
を
似̂

て
滿
见
し
'
 

て
-.
'

^

對
象
を
^

の
.特
廣
の
>
t 
N

で

は
.^

家

| :

歡

，
| :

ハ
* >
;|
:

か
:|
>

_

:|
>

い
1 :
£

、
へ_

あ

&

_

: 1
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名
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い

が
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％
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第
ブ
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:

^
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.

£齡

：に
.ょ'?
:

| :

さ
れ
;^

特

寒
_

規

遽

、
即
ち
：.

1

彥

容

觀

I

进
そ
の
も
の
を
即
題
と
せ
ず
、
紐
に
對
象
を
.純
®

的
に
.取
扱
ふ
瀨
艰
、
，往
.々
に
.し
て
純
演
歡
的
な
數
摩
的
方
法i

-o
5

 

«

な

肩
.^

氣
猶
な
數
1:

の
遊
戯
が
始
ま
る
。
；
へ81
ガ
ル
も
运
ふ
-'
^

;;
<

、
._
:

^

の
'«

を
-«
.«
>

す
^

儲
通
象
^

郝
び
數
や
上
に.還
7£

せ
1^

欺s

範
疇
に
就
い
て. 
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>

と
す
名
こ
；と
は
公
旣
に
欢
淀
的
な
學
的
關
心
で
あ
る
に
し
て
も
、
思
想

(

註
、
.對
象
た
る
客
觀
的
實
在̂

般
の
規
宠
性
を
單
に
：數
學
的

規
究
性
>

解
す
る
?:

と
，は
如
何
な
る
仕
方
で
し
て
も
許
さ
れ
な
い
9

か
、
る
仕
方
で
す
れ
ば
，
最
も
普
遍
的
な
思
想
@

、

.

容
觀
的
實

在
の)

規
定
が
第
二 

.の
數
と
結
び
0

け
.ら
れ
、
：
從
つ
て
、

一
‘
は
：單
純
に
し
て
直
接
的
な
：も
の
、
一

1

は
區
別
と
媒
介
、
三
は
兩
者
の
銃
'.;と

会
は
れ
る
機
因
と
な.る
の
が
見
.ら
れ
ょ
ぅ
。̂

レこれらの結合は全く外的であり、そ
し
て
所
謂
い

5

ぃ
か
い
か
ひ
が
—-
>

宠
.のE

心
想(

餘
、
客
觀
询
實
在)
の
表
現
た
る
も
：の'が
存
し
舞
ぃ
。i

も
.あ
れr

が
い
か
！

i

か
か
^
}
ぎ

影

ぎ

ー

於

か

き
^ :
办

か

:

思

想(

_

、(

對

象

た

.
る

容

觀

：
£

歡

在

)
^

を
結
合
す
る
：に
單
に
猶
手
氣
儘
を
以
つ
て
す
る
-
こ
と
が
現
れ
る0

例
へ
ば
四
は
ノ
と
三
と.の
’統

•
1

:勉
び
に
兩
容
を
結
合
し
た
思
想

(

註
、.
客
觀
的
實
在
.

).

と
考
へ
ら
れ
ょ
ぅ
、.だ
が
四
は
又
同
じ
く
ニ
の
二
倍
で
も^
-
る
、
同
像
に
九
は

尊
に
三
.
の
.三
.倍
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
八

(

と
'
1ー
.
、

七

と

ニ

、

等

々

，
の

總

和

：
で

，も

あ

る

'.
0

:

:
だ
が
窗
學
に
於
て
は
、
人
が
或
こ
と
を
思 

、
、
+

>
、 

、 

*

惟
し
得
る
と
い
ふ
こ
と
は
問
題
で
な
く,
,寧
ろ
規
實
に
忽
惟
す
る
こ.と
<:
.そ
肝
要
な
の
で
あ
る0

思
脸
ヘ
課
、'
.客
觀
的
實
在
ブ
の.眞
實
0-

要
素
は
勝
手
に
選
ば
れ
た
象
微
で
な
く、

^

と
へ
' 
に
思
惟
そ
の
^
の
に
於
て

(

驻
、
對
象
そ
の
も.の
に
於
て)

禪
究
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
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邦
譯
、
ニ
六
四
頁)

斯
.か
る
危
險
は
、
後
に
述
ぶ
る
如
，く
、
經
濟
學

：

に
於
て
は
特
に' 

數
理
經
濟
學
派
の
方
法
論
に
現
は
れ
來
る
の
.で
あ
.る
。
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、「

抽
象
t

具

體

へ

の

向

上

：

.

」

で
は
な
く
、
，

「

I

、な̂

の
、を

ぎ

、な
、も

》

^ :

還
？
兀
、
せ
、
ん

ギ

K

4

き
き 

法
的
な
方
法
を
採
相
す
。
例.へ
ぱ
ブ
ル
ジ.
ョ
ア
社
俞
學
者
ス
。へ
ン
サ
ー
，に
做
つ
て
、
，
ボ
ク
ダ
ノ
フ
は
社
#
現
象
を
生
物
學
的
現
象
に
還 

元
さ
れ
る
と
な
し
、
更
に
生
物
學
的
現,̂を
化
學
的
现
象
に
、
化
學
的
現
象
を
物
理
的
及
.び
力
.學
的
現
象
に
還
元
或
は

同
.}

視
さ
れ
る 

と
.な
す
。
.叉
.？
ハ
リ
ン
は-」

史
^

唯
勒
論」

の
中
で
、：.力
學
的
規
象
と「

有
機
的
瑰
象+H

Z
を
劉
'立

せ

る
.
.こr

y
..

は
:'
,
.
.
.
.
.

意
味
.が

な

く

な

.

.

.
つ 

^」

と
';
«

'|
4

^
:̂
:

ゐ
る
0

#

し
マ
.
ル
ク
ス
、
ェ
：
ン.ゲ
ル
ス
及
び
レ1

亍
ン
ほ
#

學
«

運
1

.と
物
-'
1

學
的
卩
北
學
：
^

^

^
學
的
速
動
1

.の

質
的
差
異
を
明
瞭
て
指̂

し
て
居
る
し
ゝ
ハ
く̂
.Mn

g
-
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l
s
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u
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い
邦
譯
、

マ
ル
ク
ス
、.エ
ン
ゲ
ル
ス
峑
集
、

一®

卷
、.
一
六
〇
頁
以
卞
參
照

)

.更
ヒ
生
物
學
的
法
則
と
社
會
法
則
を
同
ニ
.視
す
る
學
者 

を
容
汝
な
く
批
判
し
、

(
v
g
l
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L
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n
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s
l
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h
e
.
w
e
r
k
e
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w
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f
f
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邦
譯
、
山
川
V

大
森
譯「

唯
物
論
と
經
驗
批
！

：

.

論」

五
三
八
頁
以
下
參
照)

、
：
叉
例
へ
ば
資
本
主
義
の
發
達
法
則
と
他
，

Q

社

會

形

態

の

發

達

法

則

と

，の

間

の

質

的

差

異

を

見

，な

い

や

ぅ

•な

•■
'■

學
者
を
籠
し
て
ゐ
ネ 
P:.
.

. 

: 

.

第
四
、

差
異
を
極
微
分
子
の
純
量
的
差
異
に
還
元
す
る
か
ら
、し
て
^

彼
等
は
質
を
以Q

て
、
車
に
主
.觀
の
感
覺
の
：創
造&1
1

^

み

名

'
.
バ

主

觀

的

觀

.
 

念
論)

か
、
乃
至
は
客
観
的
實
在
幾
は
不
可
知
で
あ
り
、
質
は
單
に
盡
の
思
惟
形
式

•に
過
ぬ
と
な
す
。'例
へ
ば
、
ス
テ
パV
,

/フ
‘は
. 

「

存
往
が
今
以
て
尙.ほ
我
.々
の
認
識(

湫
は
知
«

の
こ
と
を
云
：ふ
の
で
は
龙
い
、
多
質
性
が
な
い
と
妄
ふ
こ
と
は
、
知
覺

.に
>

つ
て
は
死
' 

減
を
意
味
す
る)

に
と
つ
，て
依
然
と
し
て.多
質
的
で
あ
る
と
云
ふ
事
實
、
色
々
な
質
の
.量
的
硏
究
が
ま
だ
充
分
に
は
進
ん
で
ゐ
な
い
と 

云
ふ
事
實
は
、
我
が
懷
し
き
批
判
者
諸
第
、
諸
君
が
：想
絛
す

‘る

や

ぅ

：に
、
：' 科

學Q

進
歩
を
證
明
せ'ず
、
.科

學

が

ま

^

極

め

て

若

い

こ

と 

を
立
證
す
る
も.の
.
.で
あ
る」

と
一K

つ
て
ゐ
る
:0

又
T

ク
セ
リ
.ロ
..ド
や
サ
ラ
ビ
ヤ
ノ

フ
は
、

.

ブ
，レ

ハ
ス
フ
の
不
可.知
論
的
象
形
文
字
論
、 

即
ち
吾
々
の
概
念
、
感
覺
は
對
象
そ

：

の
，も
の
く
：模
掏

I
、

皮
映
で
は
な
く
、
單.に「

象
徵J、

、條
件
つ
き
.の
記
號
、
象
形
文
字
に
す
ぎ
ぬt

, 

の
.立
場
に
立
つ
て
、
：
質
を
ば
囊
に
主
觀
的
範
疇
で
あ
る
と
云
つ
そ
居
る

。
.

第
五
、「

量
か
ら

質
へ
の
轉
化
及
びそ
の
逆
の

法
則」

を
■否
定
す
名
こ
と
に
：な

る
.0

何
故
な
ら
ば
、
機
械
論
者
は.質

的

差

異

の

•
客

観

性 

を
否
定
す
る
以
上
、

「

量
か
ら
質
へ
の
轉
化」

は
最
早
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
るo(

こ
の
點
，は
次
の
：節
に
述
ぶ

)

.，

' :
.
、

」

、
、
■
パ

第
六
、
—

4

# '、

孤

緊

ま
? :

泛

l :
l :
i '
I :
t

l :
; s
、

和
凡
か
^

、̂

的
擎
化
論
| '

か
る
。
こ
れ'
.

跫
の
範
疇
に
就
い
て
 

五
'

C
U
1
1

六
.五)



t
t
j
t
j

■Kll ■

%
:
:
0
晴̂
.に
:?

ぃ
：.て
 

.五 
ニ 

'c 

二 H

六
六
.

)

は

筇

冗
.0

問
溷
と
直
儒
聯
し
せ
居
る0
で

あ

り

：

從
つ
て
へ
次
節
悴
詳
論
す
：る

が

0

こ
0

際
簡
軍

;!
:篇

.

J
*
:

あ
;I)

、
.1
洗
の

'
ff

を
布
す
る
身象

：.

の 

淀
點
に
.達
す
る
迄
は
ぎ
等‘對
f

の
•
質

を 

灃
北
摩
し
.必
汍
ぃ
'-
^

;^

の
.
一:宛
限
.界

笮
.«

ず
名
ゃ
"
；
漸
次
的
發
猓
は
中
絕
さ
れ
、
：雪
的
亿
對
象
の
'«

忙

變

化

が

生

じ

、

そ
'れ

と

同 

^

忙
.こ
；
：の
:*
?

'.
^
貧
^

ょつ，
て規宠さ办光新たな量的規宠姓が生̂

然るに對象の質の客觀性を否定する時
 

,
M 
.舉
に
»

次
_

な
*

の
.變
化
の
：.み
が
認
必
ら
れ
、.：
そ
：こ
に..は

，何

等

の

，
發

：
展

も

、
：

.何

等

の

ー

新

た

な

，
る

も

，
の

.

\

^生
^
.
.な

く

、.た
V

'*
少 

,

^
:3
|

;«

大

し

た

：形
.に
於
て
の
舊
い.'-
^

の
、
繰
り
返
し
が
あ
各
：に
過.'ぎ
ぬ
”や
ぅ
.な
發
展
^
 ̂

■

:
:て
，笨
'へ
-&

、'
.

「

乾
枯
^

舊

.す
る
が
故̂

改
良
生
義
、
日
和
見'生

義

的

發

展

理

論

と

;&
る

ア

へ

ん;,
-じ

:’
 

:
 

‘

'
.
.
'弟
^

.

,

,#

質Q

自
.已
，運

動

の
#

理

と

し

て

，
の
；

『

對

立

物

の

：統

一：」
.

を
'

C

的
矛
盾
と
解

:

a
ず
、
か
き
矛
盾
、
衡‘突

と

す
o
.蓋
し
^

^
 

.

.4
1

漭

沒

ゅ
■屢

働

^

■

蓮
動
塞
元
す
必
の
，で
あ
吻
、
'且

的
同J

,

姓
と
^

^

^

す
^

0

_
へ
.ば
.-
>

'-
-

づ
の
減
が
他
の
球
を
學̂

奕
^

た

方

盡
^

の
球
は
他
か
球
を
證
さ
せ
ー
て
停.!
!
:

す

茂

，#

1,:

滋

;{
±

他
の
減
が
妈
た>
け

め

攝

產

ふ

。
リ
原
因
と
作
用
社
伺
ふ
“
で

あ

ャ

、
ま

益.は

ヵ

の̂

真

.^
o

.

_:s
球

遠

動

o '
原
因
は
•そ
の
外
部
に
^ ,
す
る
0
こ
^ ;
は
第
一
一
の
球
に
對
し
て
外
部
的
な
原
因
で
あ
る
。
.と
こ
ろ
で
、
若
し

%

.
-r

の

球

露

部

か

_

一

 

一
の.球

杧

作

用

す
^

ヵ

：
と

、
'
第r； t

の

球̂
1

%が

持

っ

て

态

る

ヵ

^

が

方

间

に

龄

て

垒

ぐ

對

立

じ

、

,
.
耳

つ

置

的
 

*

:«
1

%

あ
る
激
ら
ば
、
兩
漭
は.均

衡

：女

保
-0

で
あ
.ら
ぅ
0

.:

.

:
 

:

'.
:

'

'.
:
<

V
.

そ
：哉

、
：

'彻
へ
■ば
機
械
論
客
ブ
ハ
：リ-ン
：位
、
：均
衡
の
多
少4
も

庇

：
確

な

概

念

は

次

.
0

.

.

.

.

.
•
.

ぐ
.
.
'
.
'
.
.
. 二
 

.

.

.

.

.
ぃ. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

s

謹
甯.S
F

』

N
g
i
w
l
l
e
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l
w
l
l
w
w
i
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M
M
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i
l
M
m
M
m
i
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■
義 
l
i
'
i
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■

.̂
i
'
.

場
^

p

あ」

る
o
-
0.
C
ば
、1
.或
る
物
體
に
相
殺
す
る
諸
カ
が
加
，へ
ら
.れ
，る.な
ら
ば
、
そ.の
物
體
は
均
街.の
狀
1

に
'あ
る
.
0
若
し
こ
れ 

も
へ
の
諸
ガ
め
.1

づ
が
減
る
加
增t'
か
す
れ
ぼ
、
へ
そ.の
.時
均
衡
は
.置

さ
^

る
で
.'あ(

ら
う
o
l_
:
i;
ヴ(

N
w

 

w

n

-

 
T
K
e
d
r
i
e

 

d
e
s

 v
h
i
s
t
o
r
-

 

i
s
d
i
e
n
^
M
a
t
e
r
i
a
l
i
s
m
u
s
'

ffi
a
m
b
u
r
g
v

 

'
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9
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3
.
.
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.
4
-
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.

 

'.直
#.

武

夫

譜「

史
的
唯
物
論」

同

人

社
1
.
.
0九
.頁)

更
に
フ
ノ
リ
ン
は 

r
.

マ
，
ル
，
夂

ズ

，
の

謂

ゅ

智

神

秘

的

な

：
し
へ

.
1
デ
ル
辯
證
法
の
用
語
を
、遽
代
カ
學
の
用
亂
に
_

讓
す
る
と
.

 ̂

し.

(
E
r
n
d
a
.
s
.
.
y
6
〔
M
r
1
'
H

1 :
^
%
_
:
—

:
^

癌
.蛾
^;
せ
ん
と
す
る
。
即
ち「

吾
々
は
任
意
の
^
物
を
-

-
そ
れ
が
：石
で
あ
ら
う
が
、
坐
物
で
あ
ら
う
が
、
人
間
社
#
で

#

^:
う

轉

％

の
他.ゆ
佩
物
で
あ̂
/

5.
-̂

-
-
-
-根
^

に
獄
關
ざ
_

衣
^

^

^

^
が
レ
.
各
ぎ
|1
1
-的
农
齋
る
岑
の̂

心
て
^

^

名

.2
:
.
-
. 

と
：が
敗
來
る
夕
換|

%

れ
ば
、,'
.吾
々
•
は
こ
.れ
を
匯
制
と
し
て
觀
察
ず
る
こ
と
：が
出
来
る
o
:
す
ベ
.で
靳
か
る
事
物C

體
制〕

.
i 
.ば
自
然
ひ 

他

ぬ

證

素
.に
.ょ
つ
'て
、'
そ
れ
：に«

し
ぶ
環
境
ど
呼
ぱ
れ
る
も
の
に
わ
つ
て
>

取
圓
ま
れ
で
ゐ
る0
:
.
:
.人
間
社
會
に
と
つ
|て
は
外
的 

S
I

然
：が
環
境
で
あ
る
。
：環
境
と
體
制
と
の
間
に
は
.不
斷
§

聯
關
が
#

ず
る
"
.即
:̂

環
境
'は
體
制
に
作
用
し
、
人
は
體
制
が
現
境
に
作 

要

る
6」

と
o
. (E

1
3
e
n
d
a
.

 

S
,

 

7
6
.
-
7
7
.

苘
書
、
.一
r

ー
頁>
こ
の
體
制
と
そ0
外
瓿
に
衝
ず
が
證
と
の■
關
.に
就
^

て
：
、
：
彼
は
コ
ー
つ

.. 

ぬ
■'均
，
衡

盤

を

擧

ぐ

。

第

t
s ,
^

w

%

r

f
、

第
一
一
.は
^N

”

、ス
の
m:

號
t

疼
つ
可
動
的
均
衡
，
'(

體
制Q

發
展)

ノ
で
あ
f

 

i

一
 

哆

マ

ま
K

O

M
號

：を

持

つ

可

動

的

均

衡

C

體
制
‘の
崩
壊〕

で
あ
.る
？
第
1
0;

均
衡
は
、

「

環
境
と
體
制
と'の
間
办
矛
風
が
絕̂ぇ
^

の
' 

歌

の

內

に

洱

坐

產
.さ
れ
る」

C
E
b
e
n
d
a
'
s
.

 

7
7
,
.

同
書
、： 1':.1

兰頁
； }

場
合
せ
，あ
つ
てr

例
人
.
ば「

敗

會

が

消

費

す

る

'だ
け
の 

#

い
を
生
產
に
よ0
セ
自
然
か
ら
吸
出
す
な
ら.ば
\

社
會
ど
自
然
と(0
僩
の
矛
盾̂
>
-
'苽
通
り
の
形
態
に
於
て.
#
生
產
さ
れ
> 

社 

會
は
同
1:
-

場

所

に

足

踏

み

，す

る

だ

け

：
で

あ

る

o
.
K
E
r
n
d
a
. 

W
. 

7
8
,
:

同

書

、
.
一
.
一
三-r

l
_

15
1

頁)

«'

ー
は

「

社

會

ど

自

然

と

'
の

間

の

關

係 

が
>

，
馨

が

生

產.に
よ
つ
て
消
費
す
る
ょ
办
も
多
く
ひ
エ
ぐ
不
.ル
ギ
；1
.を
自
然
か
ら
取
出
す̂

ラ
に
變
化
す
る」

(
E
b
e
n
d
a
'

 

S
，

7
00
,
 

_ 

量
8

鶄
に
就
ぃ
て
：

 

3

o
i 

ニ
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n
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/
} 

I

■i|

，パ .

,

▲

の
：範
畴
に
就
い
て

 

.：2£
四

ン

(

ニ
ニ
六.八〕

,

書
、
.
.
.
一.1

.

.
四頁)
場
合
で
あ

ち 

'第
一1

一は「

社
：#
が
»

»

#.
^
.
0を
消
費
し
，て
、

ぢ

ぢ

ぢ獲
得
す
る
こ
.

と

を

翁

な

く

さ

れ

る
 

•や
ぅ
.な
方
向
，に
變
化
す
る」(E.benda. 

S. 

7
9
.

同
書
、

一
一
五
頁)

場
合
で
あ

る
o
彼

は

、

こ
の
'環

填

と

體.制

と'の
：
間

の

矛

旨

、
.
即

ち 

%

%
牙
盾
に
次
い
で
、
體
制
自
體C

例
、
-社
會
自
體〕

の
f
t
部
に
於
け
る
：̂
¥

才
^

を
論
じ
、.
.そ
.じ
て
こ
の
兩
者.の
ぅ
ち
、
內
的
矛
盾
.が 

.，で
は
外
的
矛
质
が
稂
本
に
於
て
均
衡
を
破
壊
し
、
運
動
を
惹
起
す
と
な
すo:

即
ちr

吾
々
.は
、矛
盾
に
は
：ニ#

の

‘が
あ
る
こ 

と
..
I

ち
環
境
と
體
沏
と
の
間
の
.矛
廣
と
、
體
制
自
體
の
諸
要
素
の
間
の
矛
盾
と
が
あ
る
こ
ー
と
を
見
た
。
こ
れ
ら
の
一
一
種
の
現
象
の
肌 

に
は
何
か
の
聯
關
が
I

で
.あ
ら
•ぅ
か
？.：
さ
ぅ
.だ
、
さ
ぅ
い
ふ
聯
關
が
連
す
る
、ど

背

定

的

に

答

べ
る
霞
に
皆
少
し
ば
か
り
こ 

.れ
ら
の
間
題
に
就
.い
て
考
へ
れ
ば
充
分
だ
:0(
•余
り
少
し
す
ぎ
や
し
な
い
か
？
•筆
者)

何
做
な
ら
、體
制
の
.內
部
‘的

震

(

內
的
均
衡)

は
、
 

•と
の
體
制
と
環
境
と
め
間」

に
#
す
る
關
係(

註
外
的
均
衡)

.に
依
存
し
て
.變
化
せ
ね
..ば
為
ら
ぬ
.こ
と
は
.、
全
く
明
皂
あ
る
か
ら
。

Il
il
J 

4
環
境
，と
の
間
‘の
關
係
.は
決
定
的
な
大
.さ
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
體
制
.の
•■凡

ゆ
る
狀
態
、
'.そ
の
：運
動
の
装
礎
的
形
態
は
、

JE
に
こ
.れ
ら
. 

の
關
係
'に
ょ
•つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
O
Jと
Q (

E
b
e
n
d
a
,

 

s.'

OO
0
-QO
1
'同
書
、
.
.一.一
七
頁)

そ
し
て
最
後
.に
ブ
ハ
リ
ン
は
、自
身

傍
點
を
附
し
て
、，
次
の
言
に
書
ぃ
て
ゐ
る
。
：

「

從
っ
て
.、』
&

歡

&

歡

I :
象

む

J

象

あ

安

』

か

い

^

:

^

衡
.の
n
機
能j

で
あ
か)」

と
々
'

'

.
 

• 

-

斯
か
る
立
場
か
ら
し
て.は
次
の
如
き
矛
昏
が
坐
ず0
.第
一 

'に
、
：物
質
.の
自
己
運
動
を
否.定
し
て
.、
客
觀
盼
■

念
論
、
.坊
主
主
義
に
墜 

入
る
。
'と
云
ふ
の
は.、蓮
動
の
恶
本
形
態
を
、
外
的
矛
盾
、
外
的
.刺
戟
に
.ょ
る
均
銜
0

破
壤
な
_る
カ
學
.的
連
動
に
求
办
.る
以
上
乂 

.物
質
'が
蓮
動
す
る
の.
は
.プ
そ
©

物
質
(0
;

^

部
に
#

立
、
：
矛
盾
；

3

た
契
機
が
統1
ざ
和
で
.居
る
が
爲
に.わ
_

1|
'

を
.起
す
ょ
り
も
、
寧
ろ 

根
本
10

於
て
は
.
.
，.物
質
.の
'外
部
か
ら
(0

刺

狄

に
<]
:
'
'
0て
運
幽
を
起̂'
^
;
>玉
31
:
ず

、
る̂>
;

で■あ
，り
、
線
局
最.初
:̂

於
.亡
«

^

^
刺
跃
を
與
.へ 

.

.

.

.
-&

何
等
か
.の
.

*
の
.い
.
'即

ぢ

；
神

，
の
，

.如

きO
.
P
.
.
.
0
.
.

を

認fc
;

ぎ
H

得

灰.
^
;な
.，•る
..か
..ら
.で
.れ
'る

。

第
f i

に
、.■..史
的
略
物

M̂
'̂

:」

M-
:■
主
義
:̂

瓧
t
$^

に
僞
造
す
。
と
表
ふ
の
は
、
社
會
發
展
の
极
本
的
推
進
力
を
社
會
の
內
部
的
矛
盾
よ
り
は
、
寧
ろ

.韻

..境
、
特
に
地
.理

的

環

境

と

.の

外

部 

的
.矛
盾
に
.衆
め
る
に
至
る
か■ら
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
に
反
し
、
對
立
物
の
銃

1

な
る
辯
證
法
の
法
則
，は
自
然
、
社
會
及
び
思
帷
に
於
け 

る
發
展
の
動
因
、1:

^

的
合
法
則
性
を
說
明
す
る
の.で
.あ
.り
、
現
象
そ
の■も
の
-V

內

.的

矛

盾

を

そ

Q
:「

自
巳
運
動」
.の
源
衆
と
し
て
、
發 

展
の
斯
和
：

§

法
則
と
し
：て
硏
究
す
る
。
勿
論
凡
ゅ
る
物
質
ば
自
己
運
動
す
る
故
、

'
相

五

に

接

觸

し

、
，外

的

關

■

を
生
じ
、
•«

っ
.
て

外

部 

的
矛
盾
が
生
ず
る
こ
と
を.否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
然
し.そ
れ
.は

主

要

な

碁

本

的

な

矛

盾

で

.は

な

^

鼻

部

的

な

矛

盾

及

び

.外

部

的 

な
原
因
の
作
用
は
對
象
が
內
部
的
な
矛
盾
及
び
發
展
法
則
の
所
產
セ
あ
る
。
外

_部
的
な
原
因
及
び
環«

の
作
用
の
性
質
は
、i

た
發
股 

し
っy

あ
.る
.對
.象
そ
れ
自
身
の
樽
造
、
質
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
地
理
的
環
境
か
社
會
の
發
展
に
如
舸
に
影
響
す
る

か

は

■そ
の

秕
會 

の
構
造
及
び
發
股
水
準
に.：よ
.っ
て
規
定
さ
る
。
註

，

■

, 

,

':
ン 

.

.註

更

に
'坐
產
カW

屯
產
艰
係
の
問
題
に
就
い
て
一
言
し
て
摞
く
タ
機
械
論
者
に
よ
れ
ば
ハ
牛
ー
產
カ
过
は
技
痛
汸

(
v
g
L
B
U
d
l
v
E
f

 d
a.

'
 

s

h:
3
i
*同
®;

、
て
入
九
頁)

、
账
ち
自
然
カ
の
利
用
で
あ.り
、
生
產
關
係
ミ
は
半1產
に
際
し
て
結
ぶ
人
欄
贺
人
間
の
社
會
關
係
で
あ
り
'

•
 

.
 

-
 

.

'•
.
. 

'
 

V 

r 

V

'
 

-

,從
っ
.て
生
產
カ
？
生
奪
勝
係
の
矛®.
は
外
的
矛
®

だ
ミ
ーK

r
こ
ぜ
に
な
る
。
こ
の
外
的
矛
盾
に
，よ
っ
.て
社
會
が
發
展
す
る
こ
ミ
に
な-？
.
。
，

ン
 

.
 

-こ
 

'  

*  

.

.

.

. 

-
 

..
 

.
 

...
 

'

.且
っ
こ
の
外
的
矛
盾.の
^

、
生
產
カ
が
敗
本
的
な
も
の
で
あ
ざ
以
上
.、
•技
術
力
.が
社
會
を
動
か
す
ミ
云
ふ
ル
ク
ス

.研
究
の
牧
歌
時
代
ぶ. 

.

逾
戾
り
し
、
纪
的
唯
物
論
は
シ
ュ
タ
ム|ス、丨
典
他
の
力.、ノ
ト
主
義
密
に
よ
る
陳
腐
な
評
言
の
前
に
光
を
洗
つ
て
終
ふ

:0
然
し
生
產
カw

生 

V
.

 

■
.

產

隱

の

，矛
盾
は
外
的
矛
盾
で
は
な.く
、
W

的
矛
盾
の
關
係
に
あ
る
。
裏

ふ

办

は

、
.
坐
產
カ
は
技
術
力
そ
の
も
の.で
は
な
く
、
社#
力 

•

だ
か
ら
で
あ̂

o

'

p

b
坐
產
カ
ミ
(t
-
、J
O

I

^

R
の
利
用w

し
て
の
道
具
、.機
械
等
の
生
產
手
段
そ
の
も
の
で
も
、
入
間
の
勞
働
カ
そ
の
も 

の
で
も
な
い
。
.
坐

產

手

段

^
勞
働
カ
ミ
が
結
合
し
て
始
め
て
生
產
力
が
坐
ず
る
の
で
.あ
る
。
.
ミ
ころ
で
生

;a
手
段
ミ
勞
働
，力
ミ
の
結
合
は 

坐
產
關
係
な
る
社
會
關
係
の
闪
部
に
於
.て
始
め
て
實
現
す
る
の
で
あ
る
。
例
へ
.ば
、
資
本
#

義
社
會
に
於
で
气
牛

M

手
段
の
'所
有
栽
た 

.る
資
本
.家w

勞
働
力
の
販
賣
者
た
る
賃̂

勞
働
者
^
.が
社
#
關
係
即
ち
生
產
亂
係
を
結
べ
ば
こ
そ
生
產
手
殺
さ
勞
働
力
が
結
合
さ
れ
 

> 坐
.

置
の
馨
に
就
い
て 

玉
五
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ぇ
得
る
の-で
ぁ
る」
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邦
譯
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五
五
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■ 

V

斯
か
る
種
類
の
必
然
性
を
以
て
し'て
，
は

、

我

々

は

H:,

ン
ゲ
ル
ス
の
会
ふ
如
く
、
：

「

神
學
的
自
然
觀」

(
w
b
e
n
d
a
v
:

 
S
.

 
2
6
5
,

同
書
、

一
 

四
九
寅)

の
.将
外
に
出
で
ず
、
キ
リ
ズ
ト
敎
徒
の

「

運
命」

、「

神
の
攝
理」

觀
と
何
等
異
な
ら
ず
、
坊
主
主
義
的.な
：猪

命

_

に

膣

入

る

。 

徒
.つ
；
て

ブ.<
1リ

ン

的

な.必

然

興

；
偶

然

性

.の
解
釋
は
宿
命
論
に
通
じ、
.
.現
實
に
對
す
る
能
動
的
、
萆
命
的
な
態
度
で
は
な
く
て
、
暝
想 

的
日
和
見
：5
な
態
度
に
通
：じ
て
ゐ
る0
?
, 

ぐ
, 

.
:宿
命
論
に
奮
入
る
ぼ
か
り
で
は.な
く
、

」

更
に
必
然
性
を
却
：つ.て
偶
然
性
に
引
下
げ
る
こ
と
に
な

(

る
。「

或
る
特
宛
の
豌
贫
の
英
が
含
ん 

:
.で
ゐ
る
茛
は
六
つ'で
'ぁ
，つ
.
.て
：
五

つ

或

は

七

0

^

若
し
太
陽
系
0
:運
動
法
則
や
.エ
ネ
ル
ギ
ー
轉
化
の
法
則
と
同 

一.段
階
に
立
っ
も.の
と
す
る
.な
ら
ば
、
然
ら
ば
實
の
と
こ
ろ
は
偶
然
性
が
必
然
性
へ
高
揚
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
：く
、
'
む
し
ろ
必
然
性 

.
が

偶

然

性
.へ
引
き
下
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
ぁ
る
。
.一
毙
0

區
域
に
並
存
せ.，る

有

機

的

及

び

無

機

的

.の
_

や

個

體
0

多
稱
多
檨
性
は
、
犯 

すi

ベ
か
ら
ざ
る̂

然
性
^

基

づ

^

^

^

と

し

そ

大

ぃ

に

.ど
の
：や
ぅ
に
で
も
主
張
さ
扎
る
か
も
知
れ
ぬ
;.
0

だ
が
、
個
：々

の
種
や
個
體
に
と 

‘つ
て
.はV
.
.
.こ
の
.元
.の
，ま 
>
 
の
.多
種
多
様
性
は
依
然
と
し
て
偶
然
的
な
も
の
で
t

.

o
個

.々
の
動
物
に
と
つ
て
、
そ
れ
が
何
處.で
生
れ
た 

'か
.;:
>
,そ
.れ
が
生
.き
る
.た

め

に

如

何

な

：
る

字

段

を

見

出

ず

：か

>
:そ
れ
は
如
何
尨
る
且
ク
如
何
に
多
く
の
敵
ぬ
脅
か
さ
れ
る
が
"
と
云
ふ
こ 

^
.
は
偶
然
的
.な

&
.
と

で

ぁ

'
;2
>
0、.親
植
物
.に
と
.つ
.て
は
.
.
.風
が
そ
の
種
子
を
何
處
ベ.吹
.き
散
ら
す
か
ば
.、
偶
然
的
で
ぁ
を
。
子
植
物
に
と 

:

つ
.
て
は
、
そ
れ
が
出
て
來
る
所
の81
^

が
何
處
に
：そ
の
發
芬
す
答
土
地
を
見
出
す
か
ぼ
偶
然
的
で
ぁ
る

0

そ
し
て
斯
か
る
場
合
に
も
亦 

.
1

切
め
も
の
'
.は
.犯
す
可
ら
ざ
る
於
然
性
祀
基
い
て
：ゐ
る
と
確
信
す
る
£

<y
.
は

、
：..：
下

ら

ぬ

慰

め

に

過

ぎ

な

v>
o

.
、一
定.の
：領
域
に
於
け
る
、 

液
な
.更

祀

全

地

球

，に

於

け

る

自

然

物

：の
：種

^

雜
多
な
集
り
.は
、3:

永

劫

の

：昔

が
;̂

原
始
的
に
：決
定
，さ
れ
で
ゐ
今
に
も
抱
ら
求
、
而
も
そ
れ 

は
元
の
：^

V

に
依
然
と
'V
^

-
-
-
-
^
偶

然

的

で

ぁ

^

^

^

忐
货
由
ぼ
^

ド
ん
じ
容
ぐ
同
誊*
^

五
0

頁
2
.
'
.

ン

®
の
筛
疇
に
就
い
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^.

カ
が
歡
現
さ
れ
な̂'
で
絞
な̂

斯
か
る
そ
.れ
自
體
社
會
カ
を
し
ぜ
の̂
#

^
の
灰
が
現
實̂:
'

歷
史
贫
雜.が
す
節̂

^

カ
'で
あ
り
、
史 

，
的

唯

觀
撕
に
於
げ

t

坐
塵
力
で
あ
る
。
そ
れ
故'
坐
產
力
.は
社
會
の
内
容
を
な
し
、
绝
產_
傲
ば
社
會
の
形
式
，を
化
し
、
.即
ち
兩
者
は
内 

的
^

5

ミ
承
ふ
意
味H
m'
t〈

の
對
立
物
の
統1P

あ
る
o

.'
r
 

• 

, 

•

第 <

、
1

|

性
を
總
| '

各
¥

(

象

| '
.
.み
1 '
|
| :

結
§

、
宿
命|

l

に
墜
r

、.
1 ;
^

| :
|
1| :
^ >
|
1 

êJ
h

T >
^ :
か 

る
。
蓋
し
機̂

1

激
は
外
部
力
學
时
太
原
因
の
她
は
謖
吖
な
い
か
ら
丫
.她
等
に
と

0,
;
;て
.は
1

^

的
原
囚
と
外
部
的
原
因
の
區
別 

は
な
い
。—

^

§

も
'の
は
外
.部
，的

腐

因

に
.^

つ
で
惹
き
起
4

|

、
：且
.つ
'原
因
‘な
<;

し
て
亮
す̂
 ̂

總V

の
も
の
は
必 

然
性
を
持
^ '
: 1
::
1

。
.
，

へ

ば

ェ

ン

ゲ

ル

ス

の

述

べ

：̂
如
-:
•
<■
;

;+
'
-八
*.

紀
フ
ラ
^ :

の
機
_

論
奪
比
斯
べ
ー
£

。「

こ
の
ォ
ラ
:y
ダ 

ゲ
ン
.ゲ
'の
.花
は
今
年
或
る
密
蜂
に
ょ.つ
て
實
^

結
ん
だ
が
、
あ
の' 
オ
ラ
ン
ダ
ゲ
ン
ゲ
は
さ
ぅ
で
は
な
く
ノ
つ
ま
り
こ
の
特
^'
-
の
蜂
て
ょ 

り
、
こ'
§
游

宠
.0

陈
‘
に
實
^

結
ん
^

の
，で
は
な
い̂.
.ー1
<ふ
こ
と
、
こ.の
'特
定
P

吹
き
散
ら
さ
れ
た
タ
シ.ポ
ポ
の
實
は
芬'が
出
た
.が
、
あ 

9
:'̂

ツ
ポ
ボ
の
«

は
萍
が
出
な
か0
た
と
.云
ふ
こ
.と
、
昨
夜
一
四
の
资
が
私
を
午
前
四
時
に
喰
つ
た
の
で
、
三
時
で
も
五
時
で
も
な
く
、 

IM
IC

鮮4
く

®
:

4

^

右

の

胸
.:
$
:喰
た
の
で
、
左_
の
股
で
'は
な
い
と
云
ふ
こ.
と
、
'
總
て
と
れ
.等

は

摩

因

と

結

果

と

の

.確

固

た

る

連

鎖

に

/ 

-
 
mwl
 
mw
 

.
,
•
•
、
.
"
、

 

.
、

.'• 

. 

r

.. 

'
.
.
: 

- 

;
i 

:■+-. 

»■ 

- 

し.

夕
^

^

動
の
^

然
性
杧
ょ̂

て
惹
き
起
さ
れ
た
諸
事
實
で
ぁ
ク
て’
し
か
も
旣̂

太
陽
系
が
發
生
し
^
と
こ
冬
の
ガ
ス
球
體
は
こ 

れ
-等
'o

諸
:^

通
が
斯
く
の
如
く
に
生
允
て
、
他
様
に.は

生

じ

な

い

，
に

違

，ひ

な

い

や

ぅ

に

出

來

て

ゐ

た

の

で

あ

‘る

」

と

。
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6
5
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邦

輝「

マ
'■ル
，ク
ス
、
，
エ
ソ
ゲ
ル
ス
全
集

」

、
.

四̂
卷
、

ー
四
九]=
1
3
斯
く
總
て 

の
こ
と
は
朌
因
を
府
す
が
故
杧
必
然
的
で
あ
り
、
何
等
原
因
な
ス
し
て
生
ず
る
所
の

.偶
然
胜
な
.る
も
の
'
は
絕
對
に
な
く
、
吾
.々
が
屢
<
偶
，
 

«

と
呼
ぶ
は
、
眾
に
七
の
現
象
の
相
因
を
刹
ら
な
い
か
ら
さ
ぅ
呼
ぶ
だ
け
で
あ
る

‘
^

メ
機
械
論
渚
ブ
ハ
リ
ン
も
、

「

厳
密
に
云
，へ
ば
、
偶
：
 

«

胁
汝
、.
即
ち
.無
原
因
的
な
現
像
は1

1
つ
も
な
い
の
で
あ
る
。#

々
が
規
象
；の.原
因
を
充
分
に
知
ら
な
い
跟
り.、
.
'そ
れ
，は
吾
々
に
ば
敗



ll

通
の
筛
嬉
に
就
い
て
 

五

八

.(

ニ
ニ
七
5-

た
機
械
論
者̂
.異
歎
ね
P

外

部

的

原

：因
^

內
部
的
原
因
と
：
.の
間
に
差
別
を
認
め
る
場•合
、
吾
々
：は
必
然
性
と
偶
然
性
と
を
芷
し
く
辯
證 

法
的
に
.理
解
：u

得
る
の「

で
あ
る
0
:
'蓋

し

凡

ゅ

：
る
：物

質

：は

：
互

.

.に
孤
立
的
に
發
展
す
；る
の
：で
は
纪
く
、
ぺ
根
互
：に
接
觸
し
、

;,
衡
突
し
て
發
股 

す
:-
0

そ
れ
故
各
1
.
'定

の

物

質

は

そ

れ

自

體

の

杓

部

的

原

因

に

ょ

つ

て

發

展

す

る

ば

か

り

で

：
な

く

、

外

部

か

ら

の

刺

戟

;'
;

即

ち

外

部

的

原 

掘
忆
沭
つ
.て
.發
.展
す
o

.i

こ
ゐ
で
ご
内
部
的
原®

と
は
，一0
の
物
質
そ
の
も
の 
' 
本
罾
、
M
&
に
11
1

來
す
る
も
の
.で
あ
り
、

：

斯
か
る
原 

B

^
g:
:
つ
：：̂
そ
.の
物
質
が
發
展
す
る
場
合1

こ
れ
を
：必
然
的
と.呼
ぶ
■
?

こ
.の
，內
部
的
原
因'に
ょ
つ̂

そ
0'

物
質
が
發
扼
す.る
際
、
何
時 

濃

で

他Q

物
質
と
接
觸
しS
:
そ
れ
等
か
ら
外
部
的
原
因
金
受
け
る
か
は
そ
.
の
特
定
の
物
質
そ
の
も
の
に
と
つ
て
は
全
く
偶
然
的
で
-あ 

洛
。
..
'
-棄
规
の
輪
や
錯
綜
と
横
斷
、

：

そ
こ
.
に
偶
然
胜
CO

王
國
が：

あ
^

?

例
へ
ば
、
：
タ
ン
ポ.ボ
の
種
が
ー-
宠
の
土
壤
に
落
れ
ば
、
そ
の
、種
の
‘ 

例
姻
本
遛
、..
.腐
性
に
'
ょ
り
、
：.必
然
的
に
花
.を
開
き
、.：..や

が

，
て

種

子

を

生

 

て
何
時
何
處
忆
吹
き
散 

$

ぼ
^

^

>

_そ
の
タ
.
ツ
ポ
.ポ
、に
必
り̂

は
：全

く

偶

然

：で

あ

る

タ

.勿
論
機
械
論
者
：
§

云
ふ
や
ぅ
.に
、
無
原
因̂

偶
然
は
な
い
の
，で
あ
つ
 ヾ

ズ
-:
.
:
^
»财
風
で
又
そ
の
内
的
腐
因5

り
：必
激
:«
:
を
.も
：つ
：の.
で
あ
る
0
:
そ
れ
故
，：

エ
ン
、ゲ
ル
ス
；は
7

ゲ
ル
の
言
»

を
-»
]
1用
し
、

「

偶
然 

供

量

:^

は
'-
-
.つ
の
理
cf
l
lを
持
つ(

«

他
の
%

質
、
即
ち
風
の
沖
に0
ハ
蓋
し
そ
■れ
は
偶
然
的
で
：あ
る
か
ら
。
全
く
同
檨
に
、
.
偶
然
的
. 

な
も
め
瘦
何
等
の
迴
幽
を̂

持
^

ぬ
.

(

註
、
興
へ
ち
れ
た
物
質
、
即
ち
タ
ン
ポ
ボ
.
■

 

.
藍
k

れ

は

偶

然

的

で

.あ

る

か 

も」

と
^

ベ
：
て

ゐ

る

O
C
E
n

oqels, 

E
b
e
n
d
a
.

 

p
 2

6
6
.

同
書
、.
一
五
〇
M

)

そ
れ
故
、
機
械
論
渚
の
如
く
一
切
の
原
因
が
必
然
性
で
何
等 

偶
然
性
が
な
い
の
で.は
.な
く
、‘
朽
部
的
原
因
に
山
來
す
る
も0

が

必

然

的

で

あ

リ

、
外

部

的

原

，因

に

11
1

來
ず
る
も
の.
.，が
.偶
然
的
で̂

 

嘶
く
雨
者
は
相
與
衣
る
；

v
l
i
l

li#

-̂、

叉
同|

で
:?
>
あ
る
;0

と
运
ふ
の
は
同
一
原
因
が.同
時
に
そ
の
物
質
に
對
し
て
は
内
部
的
な
る
も
.、 

他
の
'
#
質
に
：對
し
て'は

外

都

的

；
で
.あ
-|
>
か

ら

沧

あ.る
6
.

:

即

ち「

偶

然

的.な

も.
Q
Iは

必

然

的

：
で
；
あ

^

o
:必

然

性

は

自

ら

‘
を

ば

偶

然

性

と

し 

v
::M
^

-t
^
O
X
E
b
.
e
n
d
a
.

ド
^

冢
ノ
同
書
ハ̂

^

^

^い
そ
し
て
偶
然
性
は
必
然
性
に
轉
化
さ
，
^

例
へ
ば
、
マ
ル.ク
：

.^'rriw nw irw ^Titaa

ス
が
資
木
論
に
於'.て
#

ベ
て
'居
る
如
く
、
交
換
の
，偶
然
的
形
態
は

1
,

般
的
な
必
然
的
な
交
換
の'形
1'
.に

轉

化

す

る

。
：
即

ち

或

る

职

|

ハ. 

產
體
.に
.過
剩
生
產
物
が
坐.ず
る
の
は
、
キ
の
共
産
體
自
體.の
生
產
カ
め
發
股
に
由
來
す
る
も
の
と
し
て
ft

部
的
必
然
的
で
ある
。

然
し
= 

そ
の
過
剩
坐
產
物
を
何
時
何
處
で
他
の
外
部
の
共
產
體
と
交
換
す
る
に

.至

つ

た

か

は

全

く

偶

然

的

，で

|>

る
。
：然
む
こ
の
偶
然
的
な
共
產 

體
問
の
外
.部
的
交
換
が
或
る
程
度.
1
1數
を
11
1

ね
る
.と
..、.
や
が
て
：こ
の
外
部
的
な
偶
然
的
交
換
は
共
產
體
，內
部
に
一
般
的
、
必
然
的
交
換 

を
恭
き
起
す
の
で
あ.る
。
斯
く
て
偶
然
性
と
必
然
性
と
は
對
立
物
.の
.統
一
と
し
て
：、
異
に
辯
證
法
的
關
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
ス

s

'

• 

S)

偶

然

性

？
必
然
性
の
差
異
は

.
-単
に
内
部
的
原
因
ミ
外
部
的
原
因
ぜ
に
こ
れ
を
求
む
る
に
せ

^
ま
ら
ず
’
觅
に
前
者
は
個
别
的
、
後
者
は..
.

.

1
股
的
な
る
賛
も
存
す
。
こ
の
點
は
他
日
論
ず
。

:
,
.
: 

:

-

•

;

以
上
'に
.於
て
音
々
は
，、
對
象
の
規
象
形
態.を
，
取

扱

ふ

場

合

、

(

一)

何
故
^

象

；
の
：

El

晶

規

：定
牲
を
：研
究
す
る
必
耍
が
あ
.る
か
.の
现
.出
と
、
.
‘ 

0

一〕

を
の
^

的
規
宠
性
を
研
究
す
る
に
當
づ
て
は
常
に
.そ
の
對
象
め
.質
的
規
定
性
を
同
時
、に
顧
慮
す
可
き
.こ
と
、
..鼓
に(

三〕

こ
れ
.を
骑 

過
す
る
時
は
機
械
論
酌
誤_

に
墜
入
る
こ
と
を.述
ベ
た
。
今
こ
れ
等.の
こ
。
と
'
を

經

濟

學

方

法

論

の

：
問

題

に

‘移

し

て

考

.へ

て

見

ょ

ぅ

。

ハ
一〕

の
經
濟
現
.'象
.の
量
的
規
.

_

を
硏
究
す
石
こ
と
を
必
：要
と
す
る
理
曲
は
：、
，旣
：に
述

 

.生
•と

し

て

ニ 

つ
あ
る
o
.か
1

6
ii
>

か
は
、
經
濟
現.像
は
總
.て
そ
れ
自
體
啬
的
規
定
性
を
有
す
る.か
ら
で
あ
る
。
例-
へ
ば
生
產
現
象c

賃
銀
勞
働
、
資
本. 

等〕

に
し
て
も
、
交
換
現
象
ハ
價
格.、
：
需
要
、★

給
等
>
に
し
て
も
、
更'に
分
配
現
象c

賃
銀
、.
利
潤
、
利
子
、
地
代
等

)

に
し
て
^

"
總
て
- 

量
的
規
定
性
を
有
し
、
而
も
：そ
の'1:
的
規
宠
性
は
對
象
そ
の
も.の
、：

即
ち
客
觀
的
實
在
の
ー

「

規
定
を
な
.し
て
ゐ
％
か
ち
で
あ
る0

そ
れ 

故
、
■吾
>
,
が
經
濟
現
象
.の
.
研

究

：
に

際

し

、
，

.■量
的
規
定
性
を
取
扱
ふ
の
は
、
多^

容
易
な
ら
し
め
る.爲
の
，
き

变

邮

あ

段

：
に

と

ヤ

ま

る

の

で

は

な

い

b

寧
ろ
pi
-

象
，そ
の
：も
，
.の
\

斯
か
'.る
規
定
性
か
ら1,
.て
、
晋
：々te
直
接
感
' 

性
に
訴
へ
る
か
、.：乃

至

は

間

接
#

經

濟

銃

計

を

利

用

し

、

：

多

く

の

：，事
.實
的
材
料
を
萬
集
し'.
そ
の
嗇
的
規
定
性
を
觀
察
し
、.こ
、.れ
等
.哥
.

繁

.筛

.
«に
就
ぃ
て
. 

' 

五
九
' 

0
.1
u

七
士
一°



!

丨

.
 

§

 

(

ニ

ニ

 
I

)
:寶
的
材
料
_

繫

：土̂

|

^
省
的
思
惟」

校
§

で
.法
則
”
糧
€

«

濟
理
論
を
構
成
す
る
と¥

が
_

さ
れ
る
o
—

面
マ
ル
グ「

ス
が 

「

資

本

論
」

.
の
餅
究
た
於
ー
て

.猓
づ
灰
方
|

、
純
演
繹
的
|

多
、.：後

で

霸

、
理
解.の
|

的
爭
段
と
.し
：て
數
字
を
取
扱
つ
|

る
に 

過

ぎ

ぬ

や

ぅ

：
に

見

：え
；
る

が

、

#

實
に
於
て
は
:'
.
:具
體
的
杣
象
圮
出
發
じ
、
歸
納
法
ど
演
繹
洙
の
.辯
證
法
的
銃
.
一(

拙
稿
、「

辯
證
法
f

 

本
的
游
f

.體
系
と
I

'

い
I

届

學

會

_

、
：
：
ニ
ふ
ハ
卷
六
號
、

一

1

頁
參
照)

を
要
求
す
る
所
の.
マ
ル
ク
ス.
的
方
法
は
、 

,尨
大
.な
.る
事
實
的
籾
料
の«:
的
觀
察
を
硏
究
の'出
發
：點
と
し
て
ゐ
る
？
即
ち
、，
.
マ
：
ル

タ

：ス

は

「

資

本

論

」

第
一
一
版
の
'宇

文

中

で

、

次

の

-
n 

く

明.言

し

：
て
ゐ
一
る

b 

h勿

論

說

明

方

法

は

、
：
：
形

式

的

に

は

、

硏

究

方

法

4

區
，別
さ
れ
ね
ば
な
ら.な
いo

研
究
は
.材
料
を
：詳
細
に
占
有
し
、 

そ
の
材
和
;<
0

種
'
.々

^
る
發
展
諸̂

^

を
.分

ず

し

こ
.れ
等
諸
.形
態
の
：內
的
紐
帶
を
探
し
出
さ
ね
ば
，な
ら
な
い

o

こ
'
の
'仕
事
が
.完
衣
し
た 

後

,は
じ
め
セ
_現
«
の
運
©
■
は
適
城
的
に
.說
明
さ
れ
得
るo
'か
\-
,る
；說
明
が
成.し
遂
げ
ら
れ̂
 

.令
‘や
材
料
の生
命
が

觀
念
勺
C

K
映
す 

る

こ

と

に

な

れ

ば

：：
そ

れ

，は

寄

タ

が

先

驗

的

鞲

成

(

.註
，
■純 

見
え
も
す
る
だ
ら
ぅ」 

と
。
1

.

1

^

1

^

 

E

l

r
 

B
d
'
I
.

 

s
:

 
X

S
L

河
土
、
：宵
川
氏
譯
、.第
一
分
冊
、
1
1
1〇
頁)

さ
れ
ば
ブ
ル
ジ
ョ
ア
批
評 

家
オ
ッ
ペ
ン
ハ
：ィ
ヤ
丨1

恐
ら
く
彼
は
'ブ
ル
ジ
W

.

T經
濟
學
者
の
最
高
峯
に
立
ち
、
又
マ
ル
ク
ス
經
濟
學
へ
の
著
し
き
接
近
を
示
し 

て

居

る

が

'
マ
：ル.
クK

の
方
法
裏
の
如
く
特
徵
读
そ
居
る
の
は
：全
く
誤
つ
.て
ゐ
る
。

「

I

 

.に
：原

則

と

し

；
て

演

釋

的

方

法

.の
み
：
を

用

ひ

る
；;
0

'

:

:彼
が
數
を
用
ひ.る
場
合
、
彼

は

そ

れ

を

軍

に

說

明

と

し

て

用

ひ
k

し
て
證 

W

々
し
.
.て
用
I

い
。
■そ
.の
特
徵
を
承
す
こ
と
、
し
て
は
、
屢
々
最
も
重
要
な
統
計
的
事
實

_

と
し
て
.線
の
下
_

頁
の
下)

に
直 

ひ
や
ら
.れ
て
、ゐ
る0」

と
0 (

<
F
. op

p
e
l
i
m
e
r
.

 

D
a
s
.

 G
r
u
n
d
g
e
s
e
t
z
:

 d
e
r

 

M
a
l
h
e
n
.

 

G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
s
l
e
h
r
e
.

 

s
.

 

4
7
.4
8
)

V
經
德
現
象
.の
®

的
規
宠
性
を
硏
究
す
る
第
二
の
.理

經

濟

現

象

の
*

的
規
定
性
の
變
化
が
直
'ち

に

そ

の

質

を

變

化

せ

.
し
め
な
い 

と
せm

'

へ
つ;

1

定
の
限
界
に
達
す
る
と
質
的
變
化
を
惹
き
起
す
も
の
.な
る
が
故
、
.'

對
象
變
化
'0

可
能
性
を
含
む
も
の
と
し
て
、
常
に
&

,
的
規
定
性
に
注
意
す
可
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
，
例
へ
ば
、
备
々
は
各
種
產
業
部
門
に
於
け
る
資
本
蓄
積
の
量
的
墙
大
に
絕
へ
ず
注
意 

.す
可
き
で
あ
：：

Q
。
：

然
る
場
合
に
の
み
、
資
本
主
義
の
自
曲
競
爭
の
時
代
か
ら
獨
占
の
時
代
へ
の
質
的
變
化
の
可
能
性
を
認
識
し
得
る
'の 

.で
あ
り
、
：
從
つ
て
更
に
進
ん
で
は
ジ
資
本
主
義
の
一
宠
ぼ
^

と
し
て
の
罾̂

罾
本
主
義
の
種
.々
な
特
殊
的
規
定
性
を
認
識
す
る
に
至
る 

可
能
性
が
與
へ
：ら
れ
る
の
で
あ
る
？
 

.

.

.

次
に
0

9
.

の
問
題
、
即
ち
經
濟
現
象
の
量
的
規
定
性
を
硏
究
す
る
.に
當
つ
て
は
常
に
そ
，の
現
象
の
質
的
規
定
性
を
同
時
に
顧
慮
す
可 

き
點
を
述
ベ
ょa
。
藍
し
吾
々
が
經
濟
現
象Q
Jt

的
規
定
性
を
硏
究
す
る
に
當
ク
て
ぬ
、

一
々
直
罾
_

性
に
0

へ
て
_

_

す

る

こ

と

は 

出
來
ぬ
か
ら
し
て；
、
' 多
く
の
場
合
戽
は
銃
計
數
字
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
從
つ
て
こ

.
の
ハ
ーa
の
問
題
は
主
と
し
て
統
計
數
字
の 

取
扱
に
關
す
る
問
題
と
な
る
。..旣
に
へ
ー
ゲ
ル
が「

銃
計
に
於
て
も
亦
、

」

吾
々
.
.が
取
极
ふ
所
の
數
は
そ
れ
に
ょ
つ
て
.規
定
さ
れ
た
質
的 

成
课
か
ら
し
て
の
み
關
心
を
持
つ
。
，趣
に
與
へ
ら
れ
た
指
導
的
見
地
を

.缺s

た
斯
か
る
單
な
る.數
の
.寄
せ
集
め
は
"

こ
れ
に
反
し
て
、 

理
論
的
關
心
も
實
踐
的
關
心
も
礮
し
得
ざ
る
所
の
查
虛
な
好
奇
心
と
し
て
當
然
安
當
す
る

-

^

^

^

^

&
ホ̂

,

1

0

6

. 

z
u
s
a
t
z
.
;

 

S
,

 

2
.
1
”

 

_

、

六
七
頁)

と
述
：ベ
て
居
る
如
く
、

「

統
許
數
字
を
取
紙
ふ.に
當
つ
て
吒
’常
に
.特
定
の
質
に
ょ
つ
て
規
定
さ
れ
た
特
定
の 

i:

的
規
宛
性
.と
し
.て
.取
扱
ふ
可
き
で.あ
り
ク
然
ら
ずU

て
«

に
.量
的
規
定
性£

の
：
み

囚

は

れ

る

な

ら

ば

、
' 
現
，實
の
客
觀
的
實
在
の
..量
的 

規
定
：を
拍
し̂

表
象
す
る
：こ
と
ほ
出
來
ず.ぺ
爲
に
理
論
的
關
心
も
實
踐
的
關
心
：も
滿
し
得
な
ぐ
な
る
0

例
へ
へ
ば
、
分

ル

ジ

‘

ア

的

統

計 

は

邏

々

數

に
.數

を
©

み
重.ね

る

に

：
^

^凌
：：

0

、
：
：
現«

を

明

か.に

し

な

：
い
^

み

怒

ら

ず

、
'.
:
ぞ

れ

を

蔽

ひ

：
か

く

：し

甭

め

七

ゐ

る

0
|
人
口
を
調 

茶

rb
x

平

！̂

^

^

げ

：る̂
け
で
は
、.：
國.內
の
.階
級
的
關
係
を
全
映
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
。
、、
レ

.
1it

シ
は
幾
度
と
：な
く
、
數
の
み 

を
追
ひ
、-:
'
:對
像
の
貧
を
輕
視
ず
る
所
め
銃
計
：の
：誤
譬
指
摘
し
て
ゐ
：る
。

「

數
字
0
:列
を
追
ラ
て
ゐ
、て
は
、
經
濟
の
社
會
經
濟
的
タ
ィ
ブ
、
 

(

犬
隹
人
た
^
げ
：ル.^

.

ョ
.ア 
> 
中
主
人
フ
半
ブ
口 

V
タ
リ
ア
4

ブ
釦
,'
>
.レ
：ク
ザ
ケ)

が
、
ぐ
麋
々
見
逃
が
さ
れ
な.い
.
'
だ

ら

ぅ

か

>?
:

ー
 
パ：

こ
の
：
危

險 

窗
の
綺
疇
に
，
就
い
.て
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七
五
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き
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霧

隹

は

銃
.

計

的

材

料

の

特^

に
於

て

非

常

に

大

き

な

も

の

' 

で
あ
るo
r

馨

.

の
'

列
に
.f

t

:

奪

は

れ

，てf

人
が
-

あ
，；
S

藤

雪

に

.對

卷
 

I

危

險

性

を

考

慮

に

入

れ

る

こ

と

I

齿

し
_

o

.

'

筆
f

、'
斯

く

て

材

料I

t

た
J

f

主

義

的s

i

礙
I

;

論
.，5

 

:

で

ゐ

る.
.s

g

級
■

晴
C

が
：數

字

の

歹

の

：；

±

-

に

溶

か

さ

れ

て

ゐ

る

」

と
.
0
'(

レ
1

,

ー
ーン
の
A

\

l

H
.

ヌ，
.
o

ク.1

一
，ポ

：
1

ヴ
；士̂

チ
人
ノ
の.手
.

锇〕

罗

 々

.

は
'

ヤ
丨
ニ
ン

.
：と

共

：に

：
總

て

の

質

的

區

別

を

.

無
.

に

し

て

終

ふ®

.々

な

る

讓

の「

平

均

數&

.ば
I

ぬ
.o
:例
.ベ
ば
一
國
I

け
I

I

.

の
平
均
的
な
ー
般
的
數
宇
I

究
す
る
I

I

、
. 

I

の
暴
化
過
I

I

霧

を
 

俜

る

：
こ
と
：は

全

く

出

來

な

.

S
。

.そ
れ
等
數
字
.に
隱
さ
れ
た
質
的
寒
f

明
か
に
.じ
、
從
っ
で
產
業
の
各
部g

即

ち

基

響

輕

土

：業

3 

生

產

竽

段0-
決

產

と

消

费

乎

段

の

坐

產

等

：々

.：の

領

域

に

於

て

惠

態

が

曼

き

て

居

る

か

1

贫

な

け

れ.ば
女
ら
* -
;0
>

.

.

.
!:
:
:
.
'
”

'
■ 

ン
次
い
で
.菩
々
は(

三)

の
問
題
‘、.

y

即
ち
經
濟
現
象
の
量
的
規
定
管
取
扱
.ふ
.气
 

機
械
論
的
誤 

_

i

会

I

を
述
べ
I

。
旣
I

じ
た
如
く
、
.
慕

S

U

於
i

學
晋
ヵ
學
が
？

S

科
學
I

養
お
り
し
.

P
”

夫

.
.々

の
利
擧
を
正
瓶
な
ら
し
め
ん
が
爲
に
、
，
' そ
の
取
扱
.ふ
5

の
質
的
特
性.を
妹
殺
し
，
之
を
力
學
的
瑰
.集
に
環

I.

兀
H

,

;參

.て
純
數
學 

が
I

f

.へ
ん
：̂
す
る
弒
艰
' 

.機
械
的
議
に
墜
入
る
の'で
$

ゾ
經
濟
學
，に
於
て
茈
に
む
へ
の
撒
を
：踏

ん

だ

含

.
©
ゼ
敏
理
堅
翁
學 

の
方
沒
r

で
ぁ
る
？
以
下
に
於
て
吾
々
は
、
.
先

づ

靈

經

顏q
產

論

の
_

嘉

討

し
”

翁

.で

.

■

裳

籠

的

マ

麥

へ

.
尼 

つ
て
先
に
挤
掼
し
て
遛
い
た
種
々
の
機
械
論
的
誤
謬
に
墜
入
ら
ざ
る
を
得
ぬ
こ
と
を
述
べ

.
ょ
ぅC

.
.

'•
.
,
'.
:置

？
-- ;
,

'
く
广
.：..；V :
:■
;

;■
'
.
: 

.

. 

V

, 

藍

し

數

置
r

l
は

こ

れ

を

震

；i

に
解
し
得
る
。
：
廣
義
に
於
け
る
數
理
經
濟
學
と
は
.磐

馬

表

現

を
用

ひ
る
經
濟
理
論
で
あ 

り
、

.

そ
れ
は
.叙f

簡
明
に
し
、
：理
解
I

織
な
ら
し
め
る
爲
の
：
^

^

^

!
と
.し

て

數

_

碧

を

靡

_

f

暴

る

,
ぶ
か
ふ 

意
味
I

现
經
濟
學
に
f

る
f

し
て
.は

、
：
ジ

.
H

ヴ
オ
ン
：ズ
の
指
摘
す
る.所
に
據
れ
ば
：舊

S

.

雪

I

f
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I
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3
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.

 

E
i
-
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i
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彼

以

前
I

:

 

R

l

 

, 

ダ

'
w
h
e
w
e
l
l
,

 

E
s
m
e
n
a
r
d

 

d
u

 

M
a
z
e
t
,

 

D
u

 

M
e
s
n
i
l
-
M
a
r
i
g
n
y

 

等
が
あ
り
、
叉
彼
以
後
に
於
て
は
 

M
e
r
s
t
i
a
l
l
,

 

F
i
g
o
u
,

. Ca
s
s
e
l
,

 

A
m
o
n
n

 

，
等

が

あ.る
。
然
し
狹
雜
の
嚴
密
な
意
味
に
於
て
の
數
理
經
濟
學
と
は
、
純
粹
經
濟
學
の
對
象
を
ば
靜
態
的
に
考
：へ
.ら
れ
た
所
の
經
濟
的 

.
諸
量
の
函
數
關
係
即
ち
均
衡
狀
態
に
あ
る
と
な
し
、
從
つ
て
斯
か
る
黯
象
は
數
纓
的
方
法
を
以

.つ
て
の
み
理
»

し
得
る
と
，な
'す
も
の
で 

あ
る
。
部
分
均
衡
の
理
論
を
取
扱
つ
た^

と
し
て
は
、oo

u
r
n
o
t
,

 

E
.

 

J
.

 

D
u
p
u
i
t
,

 

G
o
s
s
e
n
,

 

J
e
v
o
n
s

が
あ
り
、

一
般
均
衔
の
规
八1
を 

取
扱
つ
た
者
と
し
て
は
、
口
ー
ザ
ン
ヌ
學
派
の
人
々

(

r
 

W
a
r
l
a
s
,

 

P
a
r
e
t
o
,

 

B
a
r
o
n
e
,

 

P
a
n
t
a
l
e
o
n
i
,

 

P
i
e
r
t
r
i
-
T
o
n
e
l
l
i〕

及

び

^

國
の 

L

 

F
i
s
h
e
r

獨

逸
の3

。

ぼ
1

2.
ミ
等
が
あ
る
。
吾
々
が
今
批
判
の
料
象
と
す
る
所
の
も
の
は
、
後
济
の
嚴
密
な
盘
味
に
於
け
る
數
理 

■
經
沪
摩
の
.方
^

論
.で
.あ
る
.0

-
.
.ソ
彼
等
は
經
濟
學
を;1
1
£確
科
學
た
ら
し
め
ん
と
し
て
、
先
づ
種
々
な
，耍
素

(

經
濟
的
、：
法
律
的
？
政
治
的
ク
倫
理
的
諸
要
素

〕

が
不
可
分 

.:.の
，

統
一
を
な
し
て
ゐ
る
社
會
现
象
中
か
ら
、
純
經
濟
要
素
の
み
を
杣
象
じ
來
り
、
こ
れ
を
の
：み
對
象
と
ず
る
と
こ

.ろ

.の
所
謂「

純
粹
經 

:

濟
學j

を
確
立
'せ
ん
と
す
Q

更
に
こ
.
の
純
粹
經
濟
學
を
出
來
得
る
腺
り]1
1

確
な
も
の
た
ら
し
め
る
爲
に
、
自
然
科
學
中
最
.も
正
，
確

科

學 

と
さ
れ
て
ゐ
る
所
の
数
學
竝
に
カ
學
に
近
似
せ
し
め
ん
と
す
る
。
然
ら
ば
純
猝
經
済
學
の
數
學
化
乃
至
カ
舉
化
は
如
何
に
し
て
可
能
な

か
。，

彼
»

の
ホ
販
す
る
所
に
摅
れ
ば
、
笫
ーに
、
純
粹
經
濟
喂
の
對
象
は
贷
的
で
あ
り
、
從
つ
て
そ
の
方
法
は
數
學
的
で
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ
と
。
ジh

ヴ
ォ
ン
ズ
は
卒
近
に
次
の
や
ぅ
に
述
べ
て
ゐ
る
。

-
斯
舉(

註
、
經
濟
學〕

は
富
、
效
川
、
似
：

g
、
S
T

要
、
供
給
、
资
木
、
利 

子
、‘
穷
働
等
の
一
般
的
觀
念
並
に̂
常
產
業
經
營
に
靥
す
そ
の
他
の
凡
ゆ
る
觉
的
觀
念
に
顶
ぶ
な
る
览
法
を
適
爪
す
る
に
あ
る
。
殆
ん 

ぞ
凡
ゆ
る
他
，の
科
學
の
完
全
な
理
論
は
そ
の
算
法
の
使
用
：を
含
む
如
く
：、
；
晋
タ
も
そ
の
援
助
な

1>

に
.は
眞
の
.經
濟
學
现
論
を
持
ち
得
な 

い

。
，
私

に

，は

、
斯

學

が

明

か

に

a：
を
取
扱
ふ
も
の
な
る
が
故
に
、
そ
れ
は
數
學
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
は
れ
る
。
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火
才
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オ
3

ス
^

1

^
明
確
た
右
0

論
據
を
寒
礎
づ
け
で
ゐ.る
6
,
.
彼

ば

經

濟

學

の

對

象

を

社

會

財

な

:̂
-
と
し
、
こ'
の
砠
#

#

を
殳 

の
1
ー1

質
に
分
つ
0
.

(

ー.)

占
有
せ̂

れ
る
牲
質
、-

盅
つ
交
換
し
得
ら
れ
る
性
質
、；

0
.

 

一
 0

產
業
的
崖
產
し
得
る
性 

質

名
.洚
る
？
而
し̂

1)

0

胜
質
は
私
有
财
库

し

、
，
こ

れ

等

の

，
牲

質

か

ら

純

粹

；
に

抽

象

さ

れ

た

社

#

財
.の(

：
5

 Q

性
質
、「

'即
ち
交
換
®

値
乃
至
價
格
の
み
が
純
粹
經
濟
擧
の
對
f

な 

す
と
0

^
つ
交
換
情
他
，は
財
の«-
換
比
率
即
ち
载
的
關_

る
が
1»

气
こ
れ
を
對
象
そ
す'る
科
a'

は
.當
然
數
學
的
.で
.な
け
：れ
■
:
ら 

ぬ
と
。(
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r
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 s
c
l
m
i
e

 

P
o
l
e

 

p
u
r
e
.

序
文
及
び
第
一
篇「

經
濟
學
の
對
象
及
び
分
科

」

を
參
照)

こ
の
理
路
整 

.
然
'た
る
ヮ
：ル.
ラ
ス
の
論
據
は
、

：

多
少
の
修
艰
ば
受
け
汔
と
は.写
へ
、.
爾
ほ
今
日
圮
於
て
大
體-«
[

理
經
濟
學
の
踏
襲
す-^
M -
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あ
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ひ
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^
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A

成
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.
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.
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 d
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'
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a
t
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n
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a
t
i
k
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 a
u
'
f
^
a
t
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o
n
a
l
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i
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：
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、
.又
.シ
ュ
ム
'
.。へ

す
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丨
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纖

に

立
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？

例

：
へ
ば
、
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'>

ュ
：
.
ム-
丨
^
丨
(0

如

き

：
は3

そ
れ
等
の(

註
、
經
濟
學
の)

槪
念
が
量
的
な
る
が
故
に
、
斯
學
の 

原
理
は
數
擧
的
で̂

る」

と
斷
言
レ
て
ゐ
る9 (
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純
粹
經
濟
■

數
學
化
乃
至f：；

學
化
を
可
能
な
り>
_す
る
r£ :
6
:ル
：

f

歡

き

、
、そ
の
對
象
が
眾
に
量
的
で
あ
る
ば
.か
り
. 

で
な
く
.
經
濟
^

諸
量
の
出
に
.は
祁
1

的
滕
係
即
ち
座
數
的
關
係
が
存
し
、

一
つ
の
經
濟
量
の
變
動
.は
同
時
に
他
.の
凡
ゆ
る
經
濟
量
の 

變
0

を
俏
ふ
.の
：で
あ
り
、
而
も
そ
の
變11
1
'
の
.方
向
は
本
質
上
相
反
的
な
る
が
故
に
、
恰
も
カ
學
に
於
て
相
反
的
な
カ
.が
均
衡
狀
態 

^

ゃ
向
.あ
る
A
 
く
經
濟
が
諸
量
の
變II
も
本
來
掏
衡
狀
態
に
達
す
る
倾
向
を
有
し

r

純
#
經
濟
擧
は
正
に
こ
の
カ
學
的
現
象
た
る
經
濟 

的
諸
1:

の
.均
衡
狀
態
.を
對
淡
と
：す
る
も
の
な
る
が
故
匕
、
：カ
學
に
於
け
る
：如
く
數
廣
的
汸
法
に
據
ら
ざ
る
を

1#

登

0

忘

|

の
^

- 

滌
$

最
七
明
確
把
基
礎
づ
け
た>

の
は
.シ
ュ
：フ
ム
^

1

タ
.
1
で
ぁ
る
0
,そ
れ
故
以
下
杧
於
て
、
主
と
し
て
彼
の
脒
說

(

§

，

;
s
c
h
u
m
j
p

lbt

ftx
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y
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e
s
e
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u
n
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a
*
u
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t
i
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o
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作r 

t
h
e
o
r
e

rt
'
iw.
c
h
e
n 

N
a
t
i
o
n
a
l
d
k
o
n
o
m
i
e
,

 

1
9
Q00) 

_に
從
つ
て
、
右.の
論
據
を
叙
述
す
る
。

':
-
:;
-彼
は
純
粹
經
濟
學
乃
至!1
£

確
經
濟
學
を
樹
立
ず
多
爲
に
、
凡
ゆ
る
非
經
濟
的
要
素
を
柚
象
し
去
，

P

、

次

め

如

ぎ

も

の

.
を

純

經

濟

的

耍 

素
で
あ
り
、‘
#

つ
て
：純
粹
經
濟
學
の
對
象
で
あ
る
と
な
し
で
ゐ
る
o
’
即
ち
h

經
濟
，の
具
體
的
形
態
殺
に
他
の
事
情
が
假
令
へ
如
何
な
る 

も
の
で
お
を
に
せ
ょ>.

常
ぬ
至
み
處
に.於
て
、
ぐ
財
の
旦
並
の
制
限
.が
經
濟
行
爲
に
課
す
る
所
の
一
定

P

諸
.必
然
性
を
記#

し
、
、
そ

れ

等

の 

諸
結
粜
を
镩
き
出
す
ぬ
あ
る1_
'
.と
0
.

(

3

|

ぞ
S
V 

2
4
0

)

：：斯
か
る
對
象
を
取
扱
ふ
所
の.彼
の
.純
粹
經
濟
學
の
體
系
を
權
成
す
る
爲
に
、 

，彼

は

先

づ

次

の

如

ぎ

#

^

的
事
實
か
ら
出
發
ず
る
。
即
ち
如
何
な
る
.時
代
、'
如
何
&

る

齋

民

の

經

濟

に

於

て

も

、
.
.
各

人

は

各

々

一

宛

量 

の
'財
を
所
有
し
、
且
つ
こ
れ
等
の
財

&

分
量
ば
互
，に
獨
立
の
大
各
で
は
故
く
、
瓦
に
相
關
的
關
係
に
立
ち
、

.

一
つ
の
'體
系
を
鞲
成
レ
て 

ゐ
る
と
.

o
:
:
(
v
g
l
.
:
E
b
e
n
d
a
.

へ5「

2
:00
>
.
換

言

ず

れ

ば

、
，
ー
办
財
の

)

靈

0

變
動
が
時
間
的
に
先
に
行
は
れ
、
、こ 

の
：財
の
分
量
の
變
動
を
結
搌
と
し
て
惹
き
起
.す
が
如
き
一
方
的
規
定
的
な©
#

關
係
に
立
つ
の
.で
は
な
く
 

V

一
 

の
量
の
變
動
が
他
の
一 

切
の
諸
最
に
ぞ
の
影
響
を
及
ぼ
す
と
同
時
に
>

逆
に
他
、£

ー：：切
0 ;

諸
*.

校
於
け
る
變
動
が
何
等
か
の
形
に
於
て
こ0 ;
ー
要
素
に
影
響
す 

る
が
如
逄
關
係
に
立
つ>
の
で
.あ
り
、-
數
學
的
表
琪
を
借
り
れ
ば
ク
函
敷
的
關
係
ぬ
立
0,
0:

セ
あ
る
：と
。
。
從
つ
セ
純
粹
經
濟
學
ば
、

_
 

經
濟
の
一
'
定
狀
態
忙
於
け
る
ニ
定
の
相̂
依
布
的
關
係
即̂

函
數
的
關
係
ぬ
み
を
說
明
す
可
き
セ
あ
る
と
。
^

^

.w
b
e
n
d
a
.

 

S
.

 

3
4
)

 

斯
く
對
象
が
：画
數
的
關
係
な
る
以
上
.、
最
早
普
通
の
因
艰
法
則
を
以
つ..て
說
明
し
得
ず
、

：

高
等
數
學
，
•の
方
法
を
用
.ひ
ざ
石
を
得
反
い
こ 

々

に

な

.
る

 

0;:
'

. 

-

V

--■
':
■

:

:

:
■

こ
：
'
.
:
;
.

 ̂

_ 

!

然

る.に

斯

か

：
る

相

關

的

乃

：至
：函

數

的

關

係

に

：あ
，
る

經

濟

的

諸

量

は

、
へ
現
實
に
：於

て

は

' 

常
に
全
體
と
し
て
流
動
し
セ
ゐ
、る
？
こ
の
流 

動
し
つ
.
や

あ

る

も

：の
を

.理
解
す
る
所
の
學
問
上
の
手
段
：は
.、
先
づ
そ
れ
を
靜-|
1
:即

ち

均

衡

：の
§

に
於
セ
把
へ
’ゝ
そ
の
、際
に
於
け
る
經 

濟

的

諸

量

の

；
相

關

的

1

.

を

明

か

な.ち

し

む

可

考

で

：
あ

认

>
.
こ
.れ
.が
均
衡
理
論
.で
弟
る
.と
9
.斯
ズ
流
動
^
.
て
|1

::ま
寒
る

最
の
糙
嘻
に
躭
い
て
，

 

六
^

C

 

ニ
ーT

七
九〕



:

.

|

|

て
 

.六

六

(

i

s

)

'^^
J

o

諭
理
的
手
段
と
し
て
こ
れ
を
靜
止
狀
態
に
於
て
把
ふ
可
き
で
あ
：る

>;

し
て
も
ノ
若
1>
現
實
の
相
關
的
關
系
が
本
買
卜
诉
か
る 

.繼
を
假
定
す
る
と
と
を
許
さ.
I

も
：

の
.：

で
.あ
る
な
ら
ぱ
、
均
衡
理
論.の
描
ぐ
.世
振
ば
現
實
i

く
適
合
し
な
.い
こ
と
I

る
。
然
る 

に
狼
に
據
れ
ぼ
、
現

語

經

濟

現.象
.ば
、
假
令
不
斷
に
流
動
す.る
と
.離
名
、
事
實
絕
へ.ず
均
衡
狀
態
へ’
CD
.傾
向
'を
.示

す

も

：
の
，
で

あ

を

と

5 

何
'a
.な

れ

ば

經

濟
^

諸
^

の
一
般̂

相

齡

關
-#

を
詳
劼
忙
氍
察
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
起
る
變
動
は
邀
ぶ
か
ボ
^

^

^

を
と
る
か 

で
あ
I

々
例
.へ.ば
偾
格
を
中
心
と
し
て
需
要
量
と
供
給
量
と
：は
相
反
的
な
方
向
杧
變

_

す
？
勢

經

濟

的

諸
1 :
間
の
相
關
關
係
が 

梢
反
的
方
向
を
有I

以
上
、
そ
れ
は
本
質
に
賤
て
カ
擧
的
現
象
|

等
變
る
所
の.
な
く
.、

丁
.度

カ

墩

に

於

て

相

文

的

方

向

に

作

求
 

る

ブ

ヵ

均#

狀
^;

を
惹
き
起
す
如
く
：
こ
の
相
關
關
係
に>̂-
る
體
系
も
新
な
る̂

^

原
因
.の
發
生
せ
ざ
：る
限
り
、
常
に.均
衡
快
-1/

の 

1

と
しV

理
解
し
f

と
.。’
例
へ
ば
先
に
擧
げ
た
例
、に
從
へ
ば
、
鴛
に
於
で
價
格
に
何
等
變
動
：を
來
さ
ざ
暴
響
供
給
と
の
關 

係
が
成
立
し
、
又
需
耍
と
供
給
に
何
等
の
變
動
を
ff

さ
ぐ
る
所
の
價
格
が
成
立
せ
ざ
る
を
得
ぬ
と
？

 

.：

.

.

<

斯
く
て
叙
が
的
諸
责
の
杯
關
说
係
を
對
象
と
す
る
所
の
純
粹
經
濟
學
の
內
容
ば
均
衡
理
論
で

あ
：
る
こ
と
虻
卜
ー
る
。
.こ
の

^

mf
Ji
l

^

は 

本
質
上
ブI

に
方
け
る
そ
れ
と
異
^
^
な
き
か
故
^

經
濟
的
均
衡
理
論.を
ば̂

確

た

る

ヵ

學Q

そ
れ
に
近

づ

げ

、
.
.

以
：つ
亡力
®
 

把
於
け
る
如
く
數
學
的
方
法
を
適
用
せ
ん
が
爲
に
、
觅

に

そ

.の

硏

究

對

象

た

る

相

關

關

係

(7
)
.

體
系
5:
;

改

造

し

な'
け

れ

ば

な

、
|

い
0
 

0
 

ち
數
學̂

方

法

を

適

用

す

る

際

に

は

、

.

そ

の

對

象

が

質

的

に

等

し

く

、
爲

に

置

的

に

取

扱

ひ

得

る

も

.

の
.
で

な

げ

れ

ば

な
:̂

ぬ

？

そ

れ

 ̂

彼

は

、
經
濟
的
諸
量
の
體
系を
*

1

す
る
.
一
切
0

耍
素
の
質
.的
差
異
を
抹
消
し
、.第
..ーに

一
切
の
耍
素
は
等
し
く̂

セ

あ

ち

又
'第
二 

■に
諸
要
素
間
の1
_切
の
關
係
は
交
換
で
あ
る
と
考
へ
る
。
從
づ
て
彼
は
、
'IH
S

Q

概
念
を
著
し
く
黃
義」

に

解

し

：
、

本

來

：
の

消

費

ォ

、

生

產
 

財

は

元

よ

り

、
勞

働

及

)

び
±

地
'

の

用

役
を
も
財
概
念
中
：に
包
括
す
？

又
交
換
の

概

念

を

：

$

«

に

擴

太

じ

、
非

交

換

經

_

印

ち
 

，

然

經

濟

に

於

け

る

，

士

財

と

の

.

關

係

を

も

交

換

と

解

し
.

て
'

^

るO

，
そ
し
，て
斯
‘

加
る
意
味
の.交

換

關

係1C
於

け
.
る

財
©
.

量

的

相

關

關

係

を
記
述
す
吝
こ.と
が
.純
释
經
濟
黎
：の
對
象
と
考
へ
る,0
.

ン

• 

-
V
'
. 

 ̂

V
, 

t
:

:.
v-
v
:
’
.
V
M 

, 

^

.

«

に
彼
はr

 

丁
度
为
學
に
於
：て
均
衡
狀«

免
正
；確
に
、
研
究
す
る
：爲
に
外
部
か
ら
©

.1、

切
の
.謙

原
®

I

も
の
_

と
-
假
f

る
如 

く
、'
邂
濟
的
均
衡
め
理
論
を
龙
確
に
硏
究
す
る
爲
に
、
そ

の
均
衡
を
新
に
隱
す
る」

切
.の
變
動
金
.硏

究

：
の
.範
{1

.が
ぢ
排
除
し
、
全
然 

こ
机
な
き
も
.の
と
假
货
す？

こ
.れ
所
謂
靜
態
CD

假
設
で
あ
る
9

靜
態
.の
假
設
は
一
一
.つ
の
條
狎
が
ち
成
立
,々'
0
.第
，一：
の

(
條
件
は
人
口.が
、一
 

定
不
變
な
る
セ.と
，
即
ち
人
口
，が
總
數

：

に
於
て
又
そ
.の
構
成
に
於
てJ:

定
.で
あ
ひ
、#

つ
、：E

-X
ia

机
f

 

.咨

把

有

す
S

靈

が
.
で
.定 

食
名
こ
-.
>
'
.で
：あ
.り
:;
'

第
1〔

ー：の
薇
仲
は
、：
と..の
人
1
;
1忆
ょ
つ
.
て
利
用
せ
ら
れ
つ>

あ
る
財
の
置
が
一
定
な
る
こ
と
、
即
ち
財
が
そ
の
：總
量 

f
c
於
：て̂
 

.そ

の

吩

配

：の
.形
態
に
於
て
粟
に
そ'の
刹
用
为
珠
に.於
て4

定
攻
る
t

と

で

あ

：る
0
V斧

の

辱

つ.ぬ振
海を
更

fc

:
具
體
的 

に
.列
擧
す
れ
.ば
、：.ハ「

;A
P

0

'變
動
^

き
と
と
、(

一
一)

需
要
の
赛
動
欢
き
と.a:
、
；. 

(

 

ニ一：

)

財
の
#

抱
量
ぬi

.

.走
：&
:

^こ

^
:>(

.四

産

產

組
 

織
のI

定
：な
る
と
と
、(

.五

.
M

產
技
術
.の
.

1

定
食
る
こ
と
で
あ
る
。

3

て
以
上
述
ベ
た
所
ょ
り
し
：て
、
數
理
經
濟
§

が
0

濟
學
を
茈
»

科
學
灰
ら
.'し
め
る
德
お;:
>

そ
れ
，を.數
學
^
^
茧
ヵ
學̂

す
る
.こ

を
！

f
.

能
な
り
と
す
る
論
據
が
明
か
に
な
つ
た
と
思ふ
。
そ
れ
と
同
時
に.
、
そ
.の
方
法
論
が
全
く
機
械
論
的
であ

る

、こ

と

も
理
解
さ
れ 

た
と
思
ふ
。
何
と
な
れ.ば
、
：そ
の
龙
法
論
は
先
に
指
摘
し
て
置
5

た
機
械
論
.
2
1
.っ
.の

基

本

的

特

徵

ぎ

端

的

^

現
^
^

，.，
機

械

論

の

第
.
.一.
の
基
本
的
特
徵
確
凡
ゆ
る
物
質
の
運
動
形
態
，
即
ち
自
然
、
社
會
、
思
惟
等
め
蓮
勸
形
態
安
カ
學
的
運
動
形
態
と
同

. 

誇
視
す
る
®
に
あ
る
の龙
が
フ

數
理
經
濟
®

#
も
そ
の

硏
究
對
象
を
均
衡
理
論
ゼ
あ
る
と
な
す
こ_

$

、：
經

濟

現

象

怒

本

質

：に

於 

て
力
:

a的

現

象

に

：：

1

致
す
-a

看
做
し
て
ゐ
：る
。
こ
の
傾
向
は
眾
亿
吾
ぞ
.の
引
用
-1
.
た

„

4
ぺ
；
-
グ
ー
:に
酿
る
の
で
は
な
く
、

總
て
の 

數
娌
邂
濟
學
者
に
見.る
所
.で
；あ
り
:-
'
>
.
.ジ‘
エ，.ヴ
オ
：シ
夂
の
如
き
は
、
明
か
に
經
濟
學
.を「

效
用
及
び
自
利
の
カ
摩

」
(
J
e
v
!

 

T
h
e
o
r
y

 

o
f

 

遗
.の
偷
嚼
に就
い

て
 

六

七

£
1
,
1
.

八

D



f

l

に
f

,

 

六

八

i

八
ニ)

P
O
H
t
i
c
a
l
w
c
l
m
y
.

 

P
.
2
1
)

と
名
付
け
て
ゐ
る
。

機
械
論
の
第
二
の
_

的
特
徽
は、
’
各
運
動
形
態
に
於
け
る
物
質
の
質
的
差
異
を
純
量
的
差
異
に
、

'即
ち

全

的
結
合
§

元

す

る

點

に

ぁ

.
る

如

く

 

.數
理
經
濟
®

#
も
各
種
.の
'經
濟
規
象
の
質
的
差
異
を
抹
殺
し.、
同
一
.
質
の
も
の
.、
即
ち
財
竝
に

交
換
f

s

ー
兀
し、
^

換
關
係
#

け
る
財
の
置
の
相
關
關
係
の
み
を
き
硏
究
對
象
I

る
？
こ
；の
傾
向
は
勿
論
獨

り

シ

,
ム
ベ

;

丨
に
限
つ
た
も
の
で
は
な
く
、I

般
に
數
理
經
濟
學•者
I

換
價
値
を
中
心
問
題■と
し
、
そ
れ
か
ら
得
ら
れ
た
交
換
の
法
則
に
よ

つ
て
二 V

總
て
の
經
濟
現
象.
即

ち

坐

產

、
，
分

配

の

現

象

.を

も

等

.-
1
.く
說
：明
せ
ん
と
す
る
事
實
よ
り
し
て
、
右
の
用
句
の
共
_

ま
る
こ
と 

を
推
知
し
得
る？
.
：

.

'

:
 

:

斯
く
の
如
べ
數
理
經
濟
學
の.硏
究
方
法
は
機
械
論
的
な
る
が
爲
め
、
.
必
然
的
に
そ
の
研
究
の.所
產
も
先
I

摘
し
S

 

ス

の

論

的

誤S

-'?
:

'®

露
せ
.ざ
る
.を
得
^

か
つ
，た
。

，
：
'

■.
第
一
、k

象
的
、
.

I

I
認識ぎと繁：

の
は

U

 

宛

褒
.寫

康

置

的

規
S

.

そ

琢

す

る

銮

杧

、
纟

の_對
象
の
I

棄

务
ば
、
當
然
V M

實
の
經
濟
銮
金
認
識
し
得
な
い.か
&

で
ぁ
る
き；

へ'
先
S

象
的
認
識
：に.

f

る
點
か
ら
述
ベ
よ
ぅ
。¥

數

理

經

濟

學

者

は

、
，
經

プ
學
4

ん
.
^

I

し
て
へ
■
そ
の
對
象
を
尊
ら
1 :
的
に
取
扱
ひ
#

ん
が
爲
：に
、.
そ
：れ
の
質
的
規
定
性
を
抽
象
す
る0 :

例

へ.
ば
シ
ュ
ム
ベ
)

タ 

1
.の
如
き
は
-:
'

本
來〕

定
の
歷
史
的
社
會
組
織

(

苗
代
社
會
、
封
建
社
會
、*
本
主
義
社
會
等)

の
特
定
の
質
に
よ
：つ
て
規
定
さ
れ
た
經
： 

濟
現
象
I

I

特
定Q

質
を
抽
象
ム
去.つ
I

,

如

證

：|

代
、
如
何
な
る
社
會
經
濟
に
於
て
も
共
通
に
存
す
I

實
、

f

 

f

 

は
各
学
定
量
め
財̂

所
有
す
石
洛
其̂

^

.

.か

ち

出

發

し

、
.
そ

れ

等

財

の

 

斯

か

る

.
經

涛

學

の

诉

，
究'が

余

力

，
に

柚

象

，
に

失

せ

は

.せ
ぬ
か
.と
の
疑
惑
は
何
人
毛
容
易
に.起
.す
所
で
あ
'
;
、̂
.
.又
事
實
從
來
數
理
經
濟
學
に.對
し
.

V
.

斯 

が
加
へ
ら
れ
.て
'ゐ

た

？
，
從

：

.0
:
て
文
數
理
經
濟
擧
者.の
侧
ょ
り
し,て
も
、
斯
か
る：

非
難
に
對
す
る
辯
護
論
が
豫
め.用
意
さ
れ
て
ゐ
る
。
例 

■-

ぱ

ぃ

.吾

國

杧

於

妙

る

^

ii:

經
濟
學
者
中
山
#
知
郞
氐
の
如
き^.
次
の
や
ぅ
に
辯
護
し
て
ゐ
る
。
■

「

數
理
經
濟
學
に
對
す
る
疑
惑
の
中 

M
,

就
，5
-て
.も

そ

：の

描

く
;<
?

:
--
?
;ろ
.の
'世
界
が
あ
ま.り
に
現
實
に
遠
き(

註
、
抽
象
的 >.

に
非
ず
：や
と
す
る
と
こ
ろ
の.疑

惑

，は

最

も

重

要

な

る 

間

題

：の-
を

構

成:1
>
で

居

る;.
0

然

し

乍

ら

如

上
.の

衡

論

を

：：
ー
度
び

通

過

：せ

ら

れ

た

讀

者

H

と
づ
：
て
は
こ
：
の
：
問

題

は

數

理

經

濟

學

に

特

殊 

の

も

：の'ft
非
す
、
理

論

摩

J
:

般
、
靡
に
純
邾
經
濟
學
め
本
質
に
！

^

る
も
の
'な
る
と
と
.を
着
取
す̂

こ
：と

極

め

：
て

容

易

で

あ

る

に 

:相
違
な
.い

，

％

屮

ゅ

名

理

0

ほ
そ
の
理
論̂

る

激

：に

於

て

；
旣

に

_

:

か
.の
適
瀨
化
@

、
»

象
注
を
經
龙
も
の.で
あ
^
^
^

く
と
こ
ろ
.
0公
式
が
現
實
；§

如(

註
ノ
抽
象
的
だ)

と
衰
ふ
こ
と
は
決
1

て
直
ち
忙
そ
ー
の
.

理
論
0
否
定
.を
意
味
す
る
も
0
で
.は
な
1-
。

•

.

.

..

-  

' 

-

. '

要
は
こ
め
公
式.の
^

の
た
ら
す
結
果
が
現
實
に
適
ム
ロ
す
る
程
度
の
如
何
に
患
务
の

.み
0
ー
而
1>

て
'こ
，の

程

度

.の

大

小

は

明

に

理

論

の

懷

値 

を

定

め

：る
'も
の
で
あ
る
け
れ!^
も
、
そ
れ
は
公
式
自
體
の
非
現
實
性
か
ち
任
章
に
想
像
す
る
こ

^

を
許
^

れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

」

と
。
.

.
氏
め
云
は
ん
と
す
る
所
は
、
數
理
經
濟
學
は
理
論
邂
濟
:*

で
：あ

り

、

法

则

を

設

定

す

る

t

と
を
課
題
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
從
つ
て 

本
來
4
.般
性
を
有
す
可
老
法
則
を
設
定
す
る
に
は
個
タ
の
特
殊
な
.具
體
的
現
實
か
ら
或
る
程
度(0
蚰
象
を
.な
す
は
止
：む
を
得
ざ
る
所
で 

あ
り
、
辣
に
均
衡
理
論
：の
如
き
は
直
接
現
實
.の
問
題
を
解
決
げ
る
の
で
は
な
く
、
，専
ら
.
1般
的
な
思
考
.の
用
具
と
し
て#

す
る(

同
書
、 

亡
.三

太

頁

、
，
及

び

同

氏

箸

「

經

濟

均

衡

趣

論

め

本

質

と

.價
格
勢
ヵ
學
說̂

京
商
太
硏
究
年
報
、

「

經
濟
學
硏
究」

十
號
、
九
ー1
.ー
ー
九
六
頁
參

照)

'
以
.上
，
は

尙

ほ

更

の

こ

と

で

あ

り

、

要

'は
；.乙
の
杣
象
的
な
法
則
乃
至
公
式
が
現
實
に
適
合
す
る
結
艰
を
澍
す
か
否
か
に
褂
つ
て
居
る

—

.

.
，-

.

.

.へ
：

.

. 

‘ .
- 

. 

. 

,

と
.一.

K

ふ
の
'で

あ

る

。
，
な

る

ft

ど
氏
の
主
張
す
る
如
く
、
理
論
を
構
減
す
.る
場
合
或
る.程
度
の
抽
象
を
な
：さ
ね
ば
#
ら
ぬ
こ
と
は
確
か
で 

量
：刃
範
噹
に
就
い
て
 

' 

六

九

Q

三
八
l
e



*1
:
.の
；
皓

嗎

に

就

.

.
い
て

 

 ̂

i

ネ
る
,0

灰
か
供
題
は
そ
の
翼
の
：程
度
如
何
に
掛
？

ゐ
る
.
0 

:他
S

*

に
述
：ベ
た
如
く
、
舳
象
に
は.限
.界
が
营
の
の
で
あ0
.て
、
■切 

題
署
す
熱
象
の
根
本
的
質
、.即
ち
そ
れ
な
く
し
て
は
最
早
對
象
そ
？

の
.

S

し
得
I

所

の

靈
£

f

と

名

可

き

？

ハ

具

體

的

划

象」
S

,
若
し
/

4

の
繫
以
上
に
抽
象Q

程
度
を
押
猶
め
るI

ば
、
猶

か
る
抽

象

に

基

い

て驚
さ
れ
た
理
論
は
最 

#

そ
の
氣
に
於
ズ
親
實
の.對
廣
に
適
合
し
；.#
な
く
な
る
。
然
る
に
數
理
輕
濟
學
者
の
抽
象
は
明
か
に
こ
の
.限
界
を
遙
か
に
越
し
て
ゐ 

る
。

何

故

け

な

れ

；ば

、

彼
等
雪
ふ
：如
く
、.：,

の
値
値
は
そ
：の

「

結
果
が
現
實
為
合̂

は一 :

定
の
迪
實
の
經
濟
现
傘
、
例
へ.：ば

資

本

主

靈

會

：

の

經

濟

蟹

を

說

明

し

S

け
れ
ば
な
ら
ぬ
零
あ
り
、
そ
れ
広I

究
の
出 

發

茗

淤v

資

鐘

莪

社

會
S

本

養
S

;#

し
去
る
克
許
る
さ
れ
な
い
に
：枸
ら
ず
、
彼
等
は
凡
ゆ
る
歷
史
的
社
會
組
織
.の
特
定
の 

質

を

盤

し 

'‘
.
超

廣

史

娶

菌

、
顧.
へ
ば
各
人
は
咯
一
定
量
の
摩
所
有
す
る
と
云
：ふ
軍
な
る
前
提
か
ら

•出
發
し
て
.ゐ
る
か
ら
で
あ 

る
。
名

f

摩

、.馨

が

雄/

七
斯
か
る
抽
象
を
な
す
の
は
、
在

隹

歷

皮
|

盤

處

の

霞

ょ
.
.？

制
約
さ
れ
ヤ
の
み¥

る
現
實
め
經
濟
現
象_

明
^

為

潔

f

本
诔
f

法
則
で
あ
り
、
常i

史

的

で

あ

气

可

雷

で
f

l

.

ゆ
る
I

I

の
f

I

f

則
か
ら
：m

p

社
會
組
織
の
：質
に
ょ
？

制

約

さ

れ

た

經

篇

象

を

說

明

せ

ん

客

資
.
丁

度
凡

ゆ

る

S

れ
た「

純
粹
，

か̂

g

質
に
制
約
さ
れ、
.從
つ
て
可
變
的̂

 

へ
丨
ゲ
ル
の
方f

何
等
興

彥

澴

_

0

ッ..

(

|

前
號
の
論
I

參
照
せ
ら
れ
た
し〕

と
£

に1

、
恐
ら
ぐ
デ
ィ'
1

ル
が
シ
ユ
ー.
A
.ベ
！

r

に

加

へ

释

_

て
；
の

遍

慕#

寥

甘

受

し

なI

ば
.

I

ぬ

で

あ

ら

ぅ

。

即
ち
i

:

l

.

組

織
I

I

塞

*
*
?
>
-
:̂
,#

-f
il
.
^
あ
'り
：.：.
n

-t
:

.
.f
...に
，財
|の
，_
:1
4
經
搞
主
觀
と
：0
量

的

關

，
係

，
の

办

を

.說

.明

す

る.杞

名̂

凌
方̂
^

れ
4

^

ぅ
'/
4
:
«粹
經
濟
學
が
吾
々
に-^
を
意
味
す
る
善.充
ら
ぅ
.か
。
交
換
な
き
經
濟
に
も
交
換
經
濟
に
も
等
し
く
安
當
す
る
ょ
ぅ
な
經 

濟
.法
:|
1
|
]亦
吾
.々
に
.：ど
ん
_な
役
に
"&

つ
窖
-/
?

ら
ぅ
か
0

正

に

霧
'&

方
法
と
論
理
.
の
立
場
か
ら
要
請
さ
れ
る
可
き
所
の
嚴
格
虫
義
は
、
結 

局
人
々
が
シ
ュ
ム
ゝ
へ
へ
ー.ク
ー
谏
に
純#.
理
論
を
汆
て
る
場
合
何
處
に
到
達
す
る
か
を
示
す
に
至
つ
た
C

:即
ち
そ
れ
等
の
前
提
を
承
認
す 

る
人
々
は
何
人
も
そ
の
絕
對
的
亚
し
さ
、を
否
宛
し
'な
い
.ょ
ぅ
な
諸
命
題
：に
達
す
る.の
'で
，あ
：るQ

だ
が
、.
.，そ
し
.ズ
決
定
的
な
こ.
と
は
、
そ 

れ
等
(0

前
提
が
余
り
太
淑
々
に
失1

て
ぃ
；何
萼
經
濟
關
係
の
理
解
に
投
立0
ょ

ぅ

な

結

见

に

達

す

る

辔

が

，
な
：
い

と

云

ふ

，こ

と

で

あ

る

0」
( 

と
.
:0(

K
,
D
i
e
h
l

.Hh
e
o
r
e
t
i
s
c
l
l

'fl
>

^
p
a
o
n
a
l

o:
k
o
n
o
m
i
e
. 

B
d
.

 

I.' 

s
.

 

3
1
1
V

ザ
1
リ
ン「

E
d
g
a
r

 

S
a
l
l
n

■ン
も
亦「

シ
ユ
.，ム
ぺ
.1
ダ

-1
.
:の
11
1

確
性
亦
^

の
.際
余
り
に
.'現
實
か
ら
雕
離
ず
る
爲
に
、
.
彼
の
經
濟
學
は
由
婴
な
點
に
於
て
何
事
も
語
ら
ず
、
何
事
を
記
.述
せ
ず
、

.何
^
ち 

說
明
し
.得
な
-
.
S

J-<
t
o
-
 

f

 V
g
l
.

 

H
a
n
s
K
o
n
e
g
.

Jqer,. 

V
o
l
k
s
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e

 

s
y
s
t
e

'Be 

d
e
r

 

G
e
g
e
n
w
a
r
t
.

 

—s. 

8
)

 

' 

丨

•
 

..i

へ*

の
如
^

1

1

=

の̂
經
ま
现
象
を
識
明
し
得
ざ
石
所
の
余
技
に
柚
象
的
な
認
_

に
墜
入
る
.ば
か
り
で
.な

く

、
，
同

時

に

一

面

的

な

認

‘ 

■

尤

け

■

入

ち
^

養

:#

な
^

，
換
ー
ー
一«
す
扎
衩
、
そ
0

取
扱
ふ
所
め
對
象
が
滎
ヴ
：に
狹
き
忆
失
朱
せ
：ざ
ゐ
を
得
な

'
5
。
例
へ
ば
>

シ
ュ
'
ム
.
. 

。

〈

，
-;
]

汐
;.
1

は
;̂

濟
現
像
!-
|
:尊
七
量
的
に
.取
极
|

ん
と
し
.
て
、
1

や
對
像
:1

次
換
關
係
.に

於

秒

る

財

：
の

量

の

相

關

關

係

に

«

り
、
相
關
關： 

2

%

^

^

1

«に
：要
允
尤
«

に
硏
究
す
る
爲
に
靜
態
の
假
設
を
な
し
、
セ
の
靜
镳
學
忙
鈍
猝
經
濟
學
を
限
定
し
て
ゐ
る
。
，然
る

1€

總
て
： 

0

^

濟
灘
ぶ
は
«

へ̂

發
痕
：の
流
れ
に
於
て
あ
る
が
爲
：に
、
'彼

嫂
11
|

圮
0
;靡
濟
學
.體
系
を
靜
態
學.と
動
態
學
と
：に
：區
分
せ
ざ
る
を
得
%
. 

く
な
.
つ
た
し
、.叉
純
猝
經
濟
學
と
し
て
の
靜̂
摩
の
硏
究
對
_象
_を
;^
.:
-
!
?祀
狹
く
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
そ
れ
故
彼
は
靜
_

學
に「 

於
；
て
は
ハ

(

<
g
l
.
o
a
s 
..对
 e

s
a
a

 .
u
n
d
.
’d
e
r

 

H
a
.
u
p
t
i
n
.
h
a
l
t

 

d
e
r

 

t
h
e
o
r
e
t
i
s
c
h
e
n

 

N
a
t
i
o
n
a
l

o:k
o
n
o
m
i
e
.
)

價
格
論
と
、
そ
の
價
格
論
の
適|« 

■•
i

;,
b

て
'分
亂
^

中
賓
飯(

彼
に
ょ
れ
ば
勞
働
用
役
の
價
格

)

と
地
代(

土
驰
用
役
の
M

^f)

と
を
論
ず
る
に
と.
V
ま
り
、.
利
子
と
^
業
家
利 

動
德
的
現
象Q

故
'^
以

つ

て

斫

究

ー

の

^

圆
か
ら
排
除
乜
な
け
れ
ぱ
，な
ら
な
か
つ
衣
。
結
局
被
に
淺
さ
れ
た
^
要
間

@

は
«

ぺ

■ 

七a
:

 

a

m
/v
a,
:)



へ
歷.の
，筋̂

就
い
：て

-t
. ニ 

,

(

ニ
ー「

八
六〕

^

論

や

み

；
で
；
あ

東

'^
::
>

て
第
實
據
は
全
滿
粹
經
濟
攀
を
交
教
關
條
杧
歸
さ
ぅ
と
し
て
ゐ
る
？
然

じ

交

換

-^
係
に
斯
か
る
■一
，般
タ
意
義 

を
與
，へ
冬
が■

は
.、.
彼
は
何
等
交
換
關
噼
の
存
さ
ヤ
る
場
合
に
も
、：
そ
れ
が
存
す
る
場
合
と
全
く
同
様
に
經
濟
が
營
な
ま
れ
る
と
っ

'
不
合
理
を
胃
さV
る
を
得
な
.
.い
。：

, 

.

.

.
:

,
、

、

、

、

、

、

、

、

、

、
•
、

、

'
、

、

、

、

>

'

' 

.
- i
1\>
:
生
觀
的
爆
勝
乎
豫
儘
な
認
識
を
な
サ
に
至
；る
ゥ
载
し
數
學
.は
< 

ソ
ー
，
般

に

特

，
に

ヵ

ン

ト

主

義

者

に

と

つ

て

は

、

思

惟

々

先

驗

^

旗
寧
に
養
や
ズ
權
成̂

れ
食
浪
も
菔
本
的
な
ニ
般
冷
題
パ
即
ち
公
理
の
體
系
を
揭
げ
バ
之
：彥
»

て

：の
.
特

殊

複

雜

な

各

關

係

を

演

釋

す
 

4

も

の:̂
解

さ

れ

：て

ゐ

る
:'
'(

^

物
論
#
^
後
天
的
歷̂

的
權
成
を
認
め
る
の̂

y
g
l
.

 

E
n
g
e
l
s
,

 

H
e
r
m
.

 

E
u
g
e
n

 

D

c:h
r
i
n
g

 

U
m

 

w

f

 

g
(
d
，

l
s
e
n
?
c
h
a
f
t
，
s
.
^

领
痛
的
と
さ
れ
て
ゐ
スo 
:斯
か
る
純
演
釋
的:^
數

學

.
的

方

法

把

よ

：
つ

.て
經
濟
現
象
：を
硏
究
す
る
時
は
、
往

々
に
.し
て
#
®
的
實
在
と
し 

て
の
經
濟
现：

象

か

遊

離

し
.デ
.主

觀

的
;^

勝
手
氣
儘
な
數
量
の.遊
戯
.に

墜

久

り

易

^

の

で

あ

る

-°
、
さ

れ

气

シ

ユ

ム

ベ

'丨

タ

ーC
對
し 

.て
、

デ.

i

丨
ル
，が
次
の
如
き
評'言
^
:
加
：へ：ざ.る

を

得

な

か

つ

：
た

.
の
，
も

當

然

ー

じ

あ

ら

ぅ

。

「

總

て

.
は

結

局

多

數

の

箅

衍

の

.例

題
X

歸
さ
乜 

A

o

v

t

vれ
等
は
確
ヵ
に
龙
七
く
解
ヵ
れ
得
る
が
、.現
實
の
#

明
；の
爲
に
吾
々
に
役
立
ち
は
し
なv>o
.吾
人
は
屢
*
恰
も
將
棋
の
手
を
解
く 

,
こ

と

が

問

補

と

，さ

れ

.て

ゐ

，
る

が

、

.經
濟
問
題
を
解
.<

こ
と
は
問
題
と
さ
れ
て
ゐ
な
い
か
の
よ
ぅ
な
印
象
を
受
け
る
^

と
。

(

0

1

、
 

T
h
e
l
i
s

戈

f

 

i

l

a

k

l

l

.

w

d

g

•

一

3

ぶ
 

客
觀
的
認
識
變
達
し
得 

，名
t

;

,

■
と
，̂

彼
等
の
：多
くc
tf
.
.ツ
セ
ン
、
ジ
-

ヴ
オ
シ
ズ
、

ヮ.ル
二
フX
等)
；が「

限

界

效

用

均

等

の

、
法

則

」

か

ら

出

發b
、
そ
れ
か
ら
純 

演
■
:
§
^

俱

格

現

象

：
に
^

せ
ま
^
サ
-'
»
;
.生
產
、
.'
分
§

の1:

切
の
現
象
を
說
明
せ
ん
と
す'る

企

て

か

ら

明

：
か

で

あ

^'
。_;

■

ニ
i

き

毫I

甚

6

言

0 >
,

_
? :
ハ

右

,

動

は
.
.
.::
:

多

論
;1
.
.:̂
.
:1

雜

な
:§
^

#.

的
.

>
.
.

化
«

的

、:
生

物

學.
的
運
動
の'
內
：に

等

し:<
'

含
ま
.
.れ
て
ゐ
る
：
.

ば
_.

か
，泛
で.
な
く
.

、'
更

に

自

然.
.見

象
|?
:'
'

法
'
Vま
ら
ず
、
，
或
る
意
味
に
於-て
*
，
社

#

現

象

に

も

•含
ま
.れ
.て
'
ゐ
る
o
.
そ
れ
だ
か
ら
と
袞
っ' 
で
'、
ょ.り
，複
雜
な
諸
現
象
：を
簡
單
な
カ
學 

的
現
激
に
還
元
し
て
硏
究
す
る
こ
と
は
許
る
さ
れ
な
い
。
物
理
學
、
化
學
、
坐
物
學
.に

■，し
て
も
、
又
自
然
科
學
に
對
ず
る
社
會
科
學
に 

し
て
名
、
先
_づ
夫
々
の
現
象
が
他
の
現
象
と
異
な
る
根
本
的
質
を
獲
へ
來
っ
て
、
：そ
れ
が
ら
硏
究
を
始
め
な
、け
れ
ば

&

ら
.ぬ
0
':之
に
反 

し
て
、
^

し
も
數
理
經
濟
學
渚
の
如
く
、
經
濟
現
象
を
本
質
に
於
で
力
學
的
現
象
と
同

/
一，
な
も
の
で
あ
る
ど.す
る
な
ら
ば
、
經
濟
現
象 

が
盡
濟
現
象
た
り#.
る
极
本
的
質
、
即
ち
社
會
現
象̂
し
て
の
質
が
失
は
れ
て
終
ふ
。
斯
か
る
非
難
に
對
し
、
數
理
經
濟
學
客
は
次
の 

ょ
ぅ
に
答
へ
る
。

「

然
し
乍
ら
以
上
の
一
切
の
非
雛
は
純

#

經
濟
學
の
本
質
を
悟
ら
ざ
る
黙
に
於
て
一根
本
的
の
一缺
點
を̂

す
る
卩
㈱

粹
綹 

濟
學
^

か
:\

る

經

濟

現

象

を

ば

そ

，
の

ま

V

1C

科
學
の
認
識
對
象
と
す
る
も
の
に
非
ず、.
.そ
れ
は
.旣
に
述
ベ
た
る
が.如
き
. 

一” 
0

の
假
51
!
に 

共
上>
 

て
理
想
化
せ
ら
れ
孤
立
化
せ
ら
れ
た
る
現
象
を
對
象
と
す
る
も
の
で
あ
る

o

純
粹
經
濟
學
は
こ
の
意
味
に
於
て
孤
立
^
せ
ら
れ
た 

る
社
'#

僻
學
の'

I

部
£
^

(

*

し
"
て
^

る
か
？.)

に
す
.ぎ
ず
.
,

.

-

o
否
な
吾
々
の.
.見
る
.と
.こ
.ろ
.に
.從
べ
■ば
.か
く
孤
^

^

せ
.ら
れ
た
る
純
^.
^
 

濟
學
.の
内
容
は
そ
れ
が
均
衡
理
論
を
中
心
と
す
る
限
り
む
し
ろ
極
め
て
良
好
な
る
紙
學
適
用
の
場
面
を
構
成
す
る
の
で
あ
る

」

.と
。(

中 

山
饼
知
郞
氏
、

「

數
理
經
濟
學
方
法
論」

五
八—

五
九
頁)

氏
の
云
は
ん
と
す
る
所
は
、
純
粹
經
濟
學
は
經
濟
現
象
を
他
の
社
#
现
象
か
ら 

杣
象
し
、
純
粹
に
硏
究
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
經
濟
學
に
獨
立
性
を
與
へ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
均
衡
理
論
を
中
心 

問
題
と
す
可
く
、
從
っ
て
數
學
的
方
法
を
適
用
す
可
し
と
云
ふ
に
あ
る

a

然
し
數
理
經
濟
學
漭
が
經
濟
學
ぬ
獨
立
性
を
與
へ
ん
と
.し
て 

行
っ
た
杣
象
は
、.反
っ
，て
社
會
現
象
と
し
て
の
經
濟
現
象
の
根
本
的
質
迄
も
抽
象
し
去
っ
た
が
爲
に
.
經
濟
學
の
獨
立
性
を
藓
ふ
結
姐 

に
墜
入
っ
て
終
っ
た
の
で
あ
る。

•

,

.

.第
四
、
質
的
差
異
を
無
視
す0
蓋
し
數
理
經
濟
學
者
は
、一
定
の
：歷
史
的
社
會
組
織
に
制
約
さ
れ
ぎ
る
普
遍
的
經
濟
現
象
を
純
粹
經
濟 

學
の
對
象
と
し
、
從
っ
：
，て
經

濟

珑

象

が

一

定

の

'
歷

史

的

社
會
駔
織
か
ら
受
け
る
特
定
の
質
を
無
視
す
る
.
。

m
に
そ
れ
に
と
V

ま
ら
ず
、

笟
の
龅
疇
に
就
ぃ
て
 

セ
.三

(

I

H
八
七)



量
の
範
疇
に
就
い
て
 

七

四

(

ニ
ニ
八
又
ノ

更
に
種
々
の
經
濟
現
象
、
例
へ
ば
賃
銀
、
利
子
、
地
代
等
の
相
互
.の
質
的
差
異
を
も
無
視
す
る
。
ジ

H

ヴ
ォ
ン
ズ
、
ワ
ル
ラ
ス
、
或
は
，シ 

ュ
ム
。へ
ー
タ
ー
に
し
て
も
、
彼
等
數
理
經
濟
學
渚
ば
等
し
く
價
格
論
を
中
心
問
題
と
し
、
生
產
物
の
價
格
を
率
す
る
法
則
を
硏
究
す
る 

ば
か
り
で
な
く
、.そ
の
法
則
に
ょ
っ
て
、
等
し
く
生
產
要
素
が
分
配
に
際
し
て
受
け
る
所
の
賃
銀
、
利
子
、
地
代
の
經
濟
現
象
を
一
率 

に
說
明
せ
ん
と
す
る
。
そ
の
結
艰
、
そ
れ
等
の
現
象
の
，質
的
差
異
に
就

ぃ
て
は
何
等
說
明
さ
れ
ず
に
終
っ
て
ゐ
る
。

さ
て
彼
等
は
一
定
の
膪
史
的11
會
龃
織
か
ら
受
け
る
特
定
の
質
を
棑
除
し
た
所
の
齋
遍
的
な
經
濟
現
象
を
純
粹
經
濟
學
.の
對
象
だ 

と
し
て
ゐ
る
が、
そ
0
實
か
、
る
特
定
の
質
を
排
除
し
得
な
か
っ
た
0

と
ー
25
:
ふ
の
は
、
彼
等
は等
し
く

交
換
關
係
を
中

•心
問
題
と
し
て 

居
り
、
特
に
シ
ュ
ム
ぺ
ー
タ
ー
の
如
き
は
一
切
の
.經
濟
關
係
を
交
換
關
係
に
歸

し
て

居
る
が
、
斯
く

交
換
關
係
に
一
般
性
を
砠
皿
ハ
す
る 

こ
と
は
事
實
最
も
交
換
關
係
の.發
達
し
た
資
本
主
義
社
會
を
前
提
し
て
居
る
こ
と
に
外
な
•ら

な

い

。

彼

等

は

丁

度

、

十：！

典

派

經

濟

學

容 

が
普
遍
的
經
濟
法
則
を
設
定
せ
ん
が
爲
に
、
超
歷
史
的
な
前
提
と
し
て
假
定
し
た
所
の
_
利
的
衝
動
に
ょ
り
自

ti
l

に
活
動
す
る
個
人
が、
. 

寒
實
に
於
て
は
近
代
の
ブ
ル
ジ

K

ア
的
社
會
の
所
産
で
あ
る
こ
と
に
氣
附
か
な
か
つ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。

Q
^

.
k
a
r
x
, 

Z
u
r

 

writik 

der p
o
l
i
d
s
c
h
e
n

:o:
konomle. 

h
r)w
g
, v

.

泛

11落

7
.
ゾ

><

1
1
1
-
><

1<:
.

)

經
濟
學
は
常
に
歷
史
科
學
で
あ
り
、一
定
の
；歷
史
的
社
會
組
織

の
質
を
前
提
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
無
視
し
て
、
.超
歷
史
的
科
學
と
し
て
建
設
せ
ん
と
の
試
み
は
、
常
に
挫
折
し
、
知
ら
ざ
る
內 

に
歷
史
的
枠
，の
中
に
追
ひ
戾
さ
れ
ざ
る
を
得
^

い
の
で
あ
る
o

<沿
71
:

量
力
ら
質
へ
の
轉
化
を̂

定

し

從

つ
.て
漱
次
的
發
展
の
中
斷
、
.
即
ち
飛
躍
を
否
定
す
る0

彼
等
は
專
.ら
經
濟
的
均
衡̂

#
 

の
量
的
方
面
を
の
み
觀
察
し
、
質
的
方
面
を
間
題
外
.に

置

く

結

梁

、
彼

等

に

と

，
っ
て
：
一

っ

の

均

衡

狀

態

の

他

の

均

衡

狀

態

：
ベ

の

發

展

ば

：、 

單

に

量

の

墻

減

.に

ょ

る

漸

次

的

發

展

と

解

さ

れ

る

に

と

.
!

•:
»
>
、
*
の

墨

が
.
一

定

限

界

に

達

す

る

.と

そ

Q
.

漸
次
.的
發
展
が
中
斷
さIL
、 

突
然
fc

そ

の

質

を

異

；に

す

る

他

の

均

衡

狀

態

.へ

〉

飛

躍

す

るt
と
を
.理
解
し
&

い
。
即
ち
彼
等
は
平
凡
な
進
化
論
の立
場

に
^
る
:0
そ

の

結
界
或
る
均
衡

狀
態
の
量
的
增
減
が1

定
限
界
に
1

す
る
や
、
突
如
とし
て
起
る
均
衡

狀
態
の
f

即
ち
恐
慌

現
象
を
例
外
的
現
象
と 

看

做

さ

V
る
を

得
な
く
な
り
、こ
の

恐
慌
の
理
論
を
有
機
的
に
そ
の
理
論
體
系中
に

搦
取
し
得
な
い
。
例
へ
ば
シ
ュ
ム
ぺ
ー
タ
ー
の
如
き 

は
、
均
衡
理
論
を
中
心
と
す
る

所
の
彼
の
純
粹
經
濟
學
の
體
系
を
取
扱
つた
彼
の
著
書
、：

D
S
S

 

W
e
s
e
n

 u
n
d

 

der 

Hauptinhalt 

der 

theoretischen 

N
a
t
i
o
n
a
l
5
k
o
n
o
m
i
e
.
1
9
d

に
於
て
は
何
等
恐
慌
現
象
を
對
象
の
內
に
包
攝
し
て
ゐ
ず
、

唯
*
動
態
理
論
を
取
扱
つ 

ヤ
听
の
：
H
tr
g
op.
3
p.
e
r

^
irtschaftlichen 

Entwicklung. :.19_12N,

の
卷
末
に
於
て
こ
れ
を
對
象
と
し
て
ゐ
る
に
と
^
ま
る
Q
斯
ヵ 

る

こ
と
は
決
し
て
獨
り
シ
ュ
ム
ぺ-
1
,タ
ー
に
限
つ
て
は
居
ら
ず
、

一
般
均
衡
理
論
を
經
濟
學
の
對
象
と
す
る

總
て
の
經
濟
學
者
に
於
て 

見
る
沂
で
あ
り
-
從
つ
て
中
山
氏
の
如
き
は
、
次
..の
如
く
告
自
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
，た
。

「

而
1>

て
均
衡
理
論
の
最
も
純
粹
兔
る
形
镳
と 

し
て
今
日
の
發
達
を
見
た
る

1

般
均
衡
理
論
に
つ
い
て
も
こ
の
點

(

恐
慌
理
論
を
有
機
的
に
攝
取
す
る
余
地
な
き
と
と

)

は
尙
同
檨
に
云 

ひ
得
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
吾
々
は
蔽
で
そ
の
本
質
.に
於
て
靜
態
的
な
る
均
衡
理
論
の
認
識0
極
限
に
つ
$

た
る
0」

と

.° 

(

上
揭
書
、一

一
四
V

5

又
最
近
に
於
て
ブ
ス
ヶ
敎
授
も
こ
の
點
を卩
ォ
ザ
ン
ヌ
ー
經
濟
學
の
限
界
と
感
じ
ノ
均
衡
狀
態
の
諸
要
素
の
量

^
! 

發
展
が
均
衡
の

質
的
變
化
を
來
す
こ
と
を
硏
究
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
。

Q
.
-
H
.

 B
o
u
s
q
l
,

 

Les

パBases 

d
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s
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m
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办cono J
u
e
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?

|
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1

9

3

2

.

:

に
關
す
る
小
高
氏
紹
介
論
文
參
照
ニ
ー
亩
學
會
雜
誌
昭
和
七
'
*七)

::
.

.

斯

く

質

を

硏

究

の

範

圆

外

.に

置

き
、

.

爲
に
量
か
ら
：質
へ
：の
轉化
、
，飛
躍
、
'從
つ
て
恐
慌
理
論
を
そ
の
理
論
體
系
中
に
攝
取
し
得
ざ
る 

經
濟
學
が
、
艰
し
て
幾
莫
の
霞
論
的
價
値
を
.有
す
る
や
は
頗
る
疑
問
で
あ
ら
ぅ，
。

.

.

.

厂

.，
、

第
六
、
經

濟

現

象

の

變

動

の

原

因

を

か

の#

響
に
求
め
、
，從
つ
て
對
立
物
の
統
.一
と
し
セ
の
經
濟
現
象
の
自
己
運
動
を
硏
究 

の
範
園
外
に
置
か
ざ
る
を
得
な
い9
:蓋
し
數
理
經
濟
學
者
は
、
そ
の
硏
究
對
象
た
.る
經
濟
的
均
衡
の
理
論
を
ば
ヵ
學
に
於
け
る
均
衡
理 

論
の
典
型
に
近
づ
け.る
爲
に
、•
丁
度
ヵ
學
が
物
體.の
位
置
變
化
を
全
く
外
部.か
ら
の
カ
0

作
用
と
し
て
硏
究
ず
る
如
く
、
經
濟
的
均
衡

貴
の
範
_
に
就
い
て

 

七

五

(

ニ
ニ
八
九

〕



M

の
範
疇
に
就
い
て

,、

、
、
、
い

、
 

七

六

(

ニ 
ニ
九
〇〕

の
變
動
を
外
部
的
與
件

(

例
ノ
人
ロ
、
地

爵

環

境

、
社

會

龃

蹲

生

産

技

術

等

ふ

に
.よ
f

の
と
し
て
研
究
し
て
ゐ
る

， o

シ,

 

ン
ぺ
丨
タ
丨
の
如
き
は
、
明
か
に
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。

「

カ
學
の
諸
法
則
は
、
：|

諸
物
體
が
霉
か
の
力
の
影f

よ
？

如
何 

I

学

.る
か
を
f

 

I

る
が
、
別
に
こ
の
後
諸®

、
力)

の
本
質
は
.硏
究
I

、
そ
し
て
ヵ
學
は
、
斯

か

る

ヵ

が

何

等

挈

ぢ

そ 

れ
篇
作
相
し
な
ぃ
場
合
に?

：
巧

f

 

5

碥

も

な

く

、

又

何

等

新

た

な

ヵ

學

的

性

質

I

f

生
み
出
さ
ざ
る
こ
と
か
ら
出
發
す 

,

る

々

く
 

.

f

i

t

,

.

外
部
か
ら
與
へ
ち
れ
た
條
件
の
影
響
に
よ
つ
て
經
濟
が
如
何
に
構
成
さ
れ
る
か
、
そ
し
て

&

か
る
條
件
の 

外
f

ら

來

る

麗
i

し
|
£
何

論

濟

は

習

す

る

かS

い
て
形
式
的
法
則
を
吾
々
に
與
へ
る
の
で
t

、
從
っ
て
妻
純
粹 

猶
濟
學
は
斯
か
る
見
解
よ
り
し
て
、

『

經
濟
の
內
的
發
展』

|

に
杣
象
す
る
の
で
：あ
る
。

」

.と
。

l

a

e

 

d
e
r

 

a

l

l

s
r . 

I

I

.

的
• |

4
7
1
>

 

斯

く

て

數

麗

霞
f

、
.純
粹
經
濟
學
の
對
象
を
經
濟
的
均
衡
理
論
に
服
り
、
そ
れ
を
力

f

せ
ん
と 

す
る
限
り
.

盡

物

Q

銃1
(

唐

力

と

生

廳

係

と

の

；矛

盾

的

銃

一

)

に
よ
る
經
濟
I

f

.

己
發
倭
硏
究
さ
れ
ず
、
そ
れ
がi

 

•一
力
.耍
て
密
濟
學
を
獨
立
科
學
た
ち
む.め
ん
と
す
る
彼
等
の
企
證̂
-却
っ
て
反
對
の
繁
を
來
す
し
、
也
方
に
於
，て
、
吾
々
の 

っ
て
最
も
必
要
な
舞
現
象I

己
8

の
法
則
I

究
I

.

る
所
め
そ
の
理
論
雪
は
、
震
に
對
し
最
晃
少
き
、

I

 

全

く

寄

现

す

る

乃

な

.き

理

論

^

な

ら

ざ

る

を
#-

ぬ

。

は

の

機

械

I

議

の

篇

をf

美

に

、

量

の

靡

に

關

す

る

f

l

。
，
慮

」

の
範

英

_
.
自

由

主

義

の

終

焉

'
濱

.

，
田

恒

.

一
：

：

- 

'
. 

. 

.

十

月1

一
十
旧
附m

京

朝

！
！
！

‘新

聞

夕

，刊

は

：

「

特

諶

關

税

に

た

ょ

り

'自

出

贸

易

を

解

消

」

"と
.題

し

て

、

ォッタ

ヮ
會

議

、
の

結

报

、

各

地

に 

於
い
て
行
は
れ
た
る
關
税
の
引
上
げ
を
論
じ
て
ゐ
る
。

」

ヶ
1

I-
1
Uの
讀
w

rr
l
聞

は「

擧

國

一

致

內

閣

，
の

分

裂

を

贿

し

て

、

傅

棘

.の
I

 

M

為
主
義
を
放
棄
し」

云
々
と
^

じ
た
。
英
國
の
保
謹
击
義
傾
向
は&

し
て
#

近

の

琪

で

は

，
な

ぃ

.が

、

併

し

保

謹

^

雜

は

從

來

選

擧

戰 

で
は
不
利
な
主
義
で
ぁ
っ
た

「

傅
蔽
の
自
由
击
義
は
深
く
极
ざ
し
て
ゐ
た
。
併
し
近
時
の
英
國
殊
に
大
戰
後
の
英
國
經
濟
の
客
觀
的
鄯 

貧
は
、
旣
に
自
}:
1
1生
義
に
不
適
合
激
，も
の
と
；な.つ
.て
ゐ
た
。
興
*

見
る
如
く
、.
其
曝
で
：も
事
實
ほ
ィ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
先
行
し
た
。
や
が 

て
ィ
デ
ォa

ギ

ー

も

そ

の

背

景

：の

變

化

に

，適

合

せ

ざ

：る

を

得

な

く

な

つ

た

。

併

し

最

勒

，の
，自

Ff
i

m
義
W

は
亦
最
後
の̂

11
1

主
義
國
で
も 

:ぁ

づ

太

。

へ
一
九
三
〇
年
の
湖
税
平
和

#

議
に
於
5

て
、
關
税
平
和
を
唱
け
る
各
國.の
.中

、
，
此

の

中

：で

.も

左

様

に

輿

っ

免

ゐ

.た
も
め
は
、

,

英
國
だ
け
だ
.つ
た
。
併
し
そ
の
英.1
1

も
->
自
B
の
欲
す
る
と
否

と

に
拘
ら
ヰ
、
事

實

は

酿

に

保

護

组

義

，の

國

^

な
.つ
，
て

ゐ

た

。

此

の

，
一

‘ 

文
は
、
自
出
主
義■の
宗
家
た
.る
英
國
が
、_

成
激
の
沒
落
に
見
る
如
く
、
：
鞔
近
：

..に
至
つ
て
、'
遂
に
永
年
め
傳
統
を
放
棄
し
：で
保
護
生
義 

へ
㈣
ぬ
し
、

#
i

m

障
壁
の
一
㈣
を
^

^
す
る
に
茧

れ

る

徑

路

を

.、
；

：

概
說
す
る
こ
と
を

^
的
と
す
，る
.。
、
論

^

の
順
)^
ぶ
し
て
构
出
主 

_

<o

勃
興
を
要
說
し
や
ラ
 

o
. 
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: 
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.て
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,
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'
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'
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:
;
:近
'#

的

な
:^

生
活
|

は
中
世
的
社
會
組
織
の3

^

杧
始
る
,0

へ
そ
.の
頂
點
を
な
す
も.の
は
、：
ア
ダ
ム'6
'ス
：、、，_ス
め
自
塵
義
；が
最
も

七

七

G

S

九
：
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